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本装置のハードウェアについて説明します。

各部の名称と機能（62ページ）
本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。

設置と接続（68ページ）
本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま
す。

基本的な操作（74ページ）
電源のONやOFFの方法、およびフロッピーディスクやCD-ROMのセット方法
などについて説明しています。

内蔵オプションの取り付け（83ページ）
別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。

ケーブル接続（116ページ）
本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続
については「設置と接続」を参照してください。

システムBIOSのセットアップ (SETUP)（119ページ）
専用のユーティリティを使ったBIOSの設定方法について説明しています。

リセットとクリア（143ページ）
リセットする方法と内部メモリ(CMOS)のクリア方法について説明していま
す。

割り込みラインとI/Oポートアドレス（147ページ）
I/Oポートアドレスや割り込み設定について説明しています。

RAIDコンフィグレーション（149ページ）
本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す
るための方法について説明しています。

NEC Express5800シリーズ
Express5800/110Gd-S

ハードウェア編 22

ONL-4156bN-110GdS-000-02-0702



62　各部の名称と機能
各部の名称と機能
本体の各部の名称を次に示します。

(1) 光ディスクドライブ
セットしたディスクのデータの読み出し（または
書き込み）を行う（→81ページ）。
モデルや購入時のオーダーによって以下のドライ
ブが標準で搭載される。 

� DVD-ROMドライブ 

� DVD-RAMドライブ
各ドライブには、トレーをイジェクトするための
オープン/クローズボタン、ディスクへのアクセ
ス状態を表示するアクセスランプ（アクセス中に
点灯）、トレーを強制的にイジェクトさせるため
の強制イジェクトホールが装備されている。

(2) POWER/SLEEPスイッチ
本体の電源をON/OFFするスイッチ。一度押すと
緑色に点灯し、ONの状態になる。もう一度押す
とOFFの状態になる（→74ページ）。
OSの設定により省電力（スリープ）の切り替え
をする機能を持たせることもできる。設定後、一
度押すと、緑色に点滅し、省電力モードになる。
もう一度押すと、通常の状態になる（搭載されて
いるオプションボードによっては、機能しないも
のもある）。

(3) POWER/SLEEPランプ（緑色）
電源をONにすると緑色に点灯する（→67ペー
ジ）。省電力モード中は緑色に点滅する。

(4) DISKアクセスランプ（緑色）
本体内蔵のハードディスクドライブにアクセスし
ているときに緑色に点灯する（→67ページ）。内蔵
ハードディスクドライブをオプションボードに接
続している場合は装置に添付のLEDケーブルを接続
することにより点灯する（→99ページ）。

(5) USBコネクタ
USBインタフェースを持つ装置と接続する（→
71ページ）。
対応するソフトウェア（ドライバ）が必要です。

(6) フロントマスク
装置前面を保護するカバー（→89ページ）。

(7) 内蔵バックアップ装置
購入時のオーダーによってはフロッピーディスク
のかわりに搭載されている（フロッピーディスク
ドライブとは排他で使用）。
OS再インストール時や保守時にフロッピーディ
スクを使用する場合には、外付けFDD（USB
FDD）が必要。また、その場合はBIOSセット
アップメニューを立ち上げて
「Main」-「Legacy Diskette A:」を「Disabled」
に設定を変更すること。

(8) 3.5インチフロッピーディスクドライブ(オ
プション）
3.5インチフロッピーディスクを挿入して、データ
の書き込み/読み出しを行う装置（→79ページ）。
ドライブには、フロッピーディスクをイジェクト
するためのイジェクトボタン、フロッピーディス
クへのアクセス状態を表示するアクセスランプ
（アクセス中は緑色に点灯）が装備されている。
購入時のオーダーによっては内蔵バックアップデ
バイスが搭載されている（フロッピーディスクド
ライブとは排他で使用）。

(9) リリースタブ（フロントマスク側面に3個）
フロントマスクのロックを解除するタブ（→89
ページ）。フロントマスクを取り外すときに押す。

本体前面

(2)

(8)

(3)

(4)

(5)

(6)

*　ご購入された装置の型番によりフロントマスクのデザインが異なっております。

(9)

(1)

(7)
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(1) 筐体ロック
盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部
品の盗難を防止することができる。

(2) ロックレバー
サイドカバーのロックを解除する。

(3) 電源コネクタ
添付の電源コードを接続する。（→71ページ）

(4) 1000/100/10ランプ
LANポートの転送速度を示すランプ（→67ペー
ジ）。

(5) LINK/ACTランプ
LANポートのアクセス状態を示すランプ（→67
ページ）。

(6) LANコネクタ
LAN上のネットワークシステムと接続する
1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T対応の
コネクタ（→71ページ）。

(7) USBコネクタ
USBインタフェースを持つ装置と接続する（→
71ページ）。

(8) モニタコネクタ
ディスプレイ装置を接続する（→71ページ）。

(9) プリンタポートコネクタ
セントロニクスインタフェースを持つプリンタと
接続する（→71ページ）。

(10)シリアルポートAコネクタ
シリアルインタフェースを持つ装置と接続する
（→71ページ）。なお、本体標準のシリアルポート
は専用線接続は不可です。

(11)キーボードコネクタ
添付のキーボードを接続する（→71ページ）。
対応するソフトウェア（ドライバ）が必要です。

(12)マウスコネクタ
添付のマウスを接続する（→71ページ）。

本体背面

(12)(11)

(1)

(7)

(10)

(8)

(9)

(6) (4)(5)

(3)

(2)

(7)



64　各部の名称と機能
(1) CPU冷却ファン
(2) メモリ（DIMM）
(3) 3.5インチハードディスクドライブ（オプ

ション）
(4) 光ディスクドライブ

(5) 3.5インチフロッピーディスクドライブ
（オプション）

(6) 冷却ファン（システム）
(7) マザーボード
(8) 電源ユニット

本体内部

(4)

(5)

(8)

(1) (3)(2)

(6)(7)
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(1) 電源コネクタ
(2) プロセッサソケット
(3) DIMMソケット（末尾の数字はDIMM番号

を示す）
(4) IDEコネクタ
(5) フロッピーディスクドライブコネクタ
(6) リチウムバッテリ
(7) LEDコネクタ
(8) シリアルATAコネクタ（末尾の数字はコネ

クタ番号を示す。(8)-3、（8)-4は使用し
ません。）

(9) スピーカ
(10)冷却ファンコネクタ（フロントファン）

(11)フロントUSBコネクタ
(12)CMOSコンフィグレーションジャンパ
(13)内部接続用USBコネクタ
(14)フロントパネルコネクタ
(15)シリアルポートBコネクタ
(16)PCIボードスロット

(16) - 1 PCI Express x8（性能：x4）
(16) - 2 PCI Express x8
(16) - 3 32-bit/33MHz
(16) - 4 32-bit/33MHz

(17)冷却ファン（CPUファン用）
(18)外部接続コネクタ

マザーボード

(16)-2
(8)-4

(6)

(3)-4(3)-3(3)-2(3)-1

(18)

(16)-3

(16)-4

(1)

(13)(14)

(16)-1

(1)

(12)

(2)

(8)-3

(8)-1
(8)-2

(4)

(5)
(17)

(10)

(7)

(9)

(11)(15)



66　各部の名称と機能
本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。

ランプ表示

本体前面

本体背面

FDDアクセスランプ

POWER/SLEEPランプ

DISKアクセスランプ

LINK/ACT
ランプ

1000/100/10ランプ

DVD-ROM/CD-ROM
アクセスランプ
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POWER/SLEEPランプ
本体の電源がONの間、緑色に点灯します。またシステムが省電力モードに切り替わるとラン
プが緑色に点滅します。省電力モードは本体のPOWER/SLEEPスイッチを押すと起動します。
また、OSによっては一定時間以上、操作しないと自動的に省電力モードに切り替わるよう設
定したり、OSのコマンドによって省電力モードに切り替えたりすることもできます（オプショ
ンボードによっては機能しないものもあります）。POWER/SLEEPスイッチを押すと元に戻り
ます。

アクセスランプ

アクセスランプは本体内部のハードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に点灯
します。フロッピーディスクドライブ、光ディスクドライブのアクセスランプは、それぞれに
セットされているディスクやCD-ROMにアクセスしているときに点灯します。

LINK/ACTランプ
本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とHUBに電力が供給されてい
て、かつ正常に接続されている間、点灯します（LINK）。ネットワークポートが送受信を行っ
ているときに点滅します（ACT）。

LINK状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク（LAN）コント
ローラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡
してください。

1000/100/10ランプ

標準装備のLANポートは、1000BASE-T（1Gbps）と100BASE-TX（100Mbps）、10BASE-
T（10Mbps）をサポートしています。

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作さ
れているかを示します。橙色に点灯しているときは、1000BASE-Tで動作していることを、緑
色に点灯しているときは100BASE-TXで動作していることを示します。消灯しているときは、
10BASE-Tで動作していることを示します。



68　設置と接続
設置と接続
本体の設置と接続について説明します。

本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。
本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。

設　置

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説
明をご覧ください。 

ⓦ 指定以外の場所に設置・保管しない

マウスやディスプレイ装置
のケーブルが届く場所

以下の環境条件を
満たした場所
＜動作時＞
　室内温度：10℃～35℃*
　湿度：20%～80%
　温度勾配：±10℃/時
　気圧：749～1040hpa
＜休止時＞
　室内温度：5℃～40℃*
　湿度：10%～80%
　温度勾配：±15℃/時
　気圧：749～1040hpa

*　室内温度15℃～25℃の
　範囲が保てる場所での
　使用をお勧めします。

装置の前後に150mm以上
のスペースがとれる場所

ほこりの少ない、きれい
で整頓された部屋

AC100V、平行二極
アース付きのコンセント

スタビライザを取り付けて
ください。

水平でじょうぶな
机の上
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設
置すると、誤動作の原因となります。

温度変化の激しい場所（暖房器、
エアコン、冷蔵庫などの近く）。

強い振動の発生する場所。

腐食性ガスの発生する場所（大気
中に硫黄の蒸気が発生する環境下
など）、薬品類の近くや薬品類がか
かるおそれのある場所。

帯電防止加工が施されていない
じゅうたんを敷いた場所。

物の落下が考えられる場所。 電源コードまたはインタフェー
スケーブルを足で踏んだり、
引っ掛けたりするおそれのある
場所。

本装置の電源コードを他の接地
線（特に大電力を消費する装置
など）と共用しているコンセン
トに接続しなければならない場
所。

強い磁界を発生させるもの（テ
レビ、ラジオ、放送/通信用アン
テナ、送電線、電磁クレーンな
ど）の近く。

電源ノイズ（商用電源をリレー
などでON/OFFする場合の接点
スパークなど）を発生する装置
の近くには設置しないでくださ
い。（電源ノイズを発生する装置
の近くに設置するときは電源配
線の分離やノイズフィルタの取
り付けなどを保守サービス会社
に連絡して行ってください。）



70　設置と接続
スタビライザーの取り付け/取り外し
装置を設置する際には、いったん装置を横置きにして、添付のスタビライザーを取り付けてく
ださい。

スタビライザーを取り付けたら、図のように
立てて設置します。
壁際や机の隣など一方の側面が固定できる
ような設置場所では、もう一方の側面側のみ
にスタビライザーを取り付け固定してくだ
さい（なるべく2つのスタビライザーで本体
を固定することをお勧めします）。

スタビライザーは、スタビライザーにある
ロックプレートを軽く引っぱりながらスラ
イドさせると取り外せます。

スロット
（各2カ所）

スタビライザー（各2カ所）を
本体のスロットに合わせる

スライドさせてスタビライザー
のツメ（各2カ所）を本体のス
ロットに差し込む

本体の通風口がある面が壁やものでふさがれるような設置はできません。本体
内部の冷却効果を保持するためです。重要

1

2
1 2
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ
なげます。

接　続

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説明をご覧くだ
さい。 

ⓦ ぬれた手で電源プラグを持たない

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説
明をご覧ください。 

ⓦ 指定以外のコンセントに差し込まない  

ⓦ たこ足配線にしない  

ⓦ 中途半端に差し込まない  

ⓦ 指定以外の電源コードを使わない  

ⓦ 電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし
ない 

ⓦ 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない
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インタフェースケーブル
インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 

ⓦ 本体、および接続する周辺機器の電源をOFFにしてから接続してくださ
い。ONの状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

ⓦ サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじ
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用できないもの
もあります。 

ⓦ 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ
い。キーボード/マウスやPCIスロットに増設したボードに接続した
ケーブル（LANケーブルなど）の着脱を防止するため効果があります
（ケーブルストッパは本体内部で固定されています）。 

ⓦ 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて
差し込んでください。 

ⓦ 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ
い。 

ⓦ 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

ⓦ ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない
でください。

重要

パラレルインタフェース
を持つプリンタ

「ハブ/スイッチング
ハブ」など

マウス

キーボード

シリアルインタ
フェースを持つ装置
（モデムなど）

USBインタフェース
を持つ装置*（ターミ
ナルアダプタなど）

ディスプレイ装置

*　対応するドライバが必要です。

最後に添付の電源コード
をコンセントに接続する。
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電源コード
添付の電源コードを接続します。 

ⓦ 本体の電源コードを無停電電源装置（UPS）に接続する場合は、UPSの
背面にある出力コンセントに接続します。
UPSの出力コンセントには、「SWITCH OUT」と「UN-SWITCHOUT」
という2種類のコンセントがあります（「OUTPUT1」、「OUTPUT2」と
呼ぶ場合もあります）。UPSを制御するアプリケーション（ESMPRO/
UPSControllerなど）から電源の制御をしたい場合は、「SWITCH OUT」
に電源コードを接続します。常時給電させたい場合は、「UN-SWITCH
OUT」に電源コードを接続します（24時間稼働させるモデムなどはこの
コンセントに接続します）。詳しくはUPSに添付の説明書をご覧くださ
い。 

ⓦ 本体の電源コードを接続したUPSによって、UPSからの電源供給と本体
のON/OFFを連動(リンク)させるためにBIOSの設定変更が必要となる場
合があります。
BIOSセットアップユーティリティの「Server」－「AC-LINK」を選択
し、適切なパラメータ値に変更してください。

ヒント

ご使用時にバッテリ
接続コネクタを接続
してください。
移設等で移動する際
は外してください。

<例>
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基本的な操作
基本的な操作の方法について説明します。

本体の電源は前面にあるPOWER/SLEEPスイッチを押すとONの状態になります。
次の順序で電源をONにします。

1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認
する。

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源をONにする。

3. 本体前面にあるPOWER/SLEEP
スイッチを押す。

本体前面および背面のPOWER/
SLEEPランプが緑色に点灯し、し
ばらくするとディスプレイ装置の
画面には「NECロゴ」が表示され
ます。

「NEC」ロゴを表示している間、自
己診断プログラム（POST）を実
行してハードウェアの診断をしま
す。詳しくはこの後の「POSTの
チェック」をご覧ください。POST
を完了するとOSが起動します。ロ
グオン画面でユーザー名とパス
ワードを入力すれば使用できる状
態になります。

電源のON

電源をOFFにした後、再度電源をONにする時には、10秒ほど経ってから電源
をONにしてください。重要

無停電電源装置（UPS）などの電源制御装置に電源コードを接続している場合
は、電源制御装置の電源がONになっていることを確認してください。チェック

POWER/SLEEP
ランプ

POST中に異常が見つかるとPOSTを中断し、エラーメッセージを表示します。
208ページを参照してください。チェック
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POST（Power On Self-Test）は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。
POSTは本体の電源をONにすると自動的に実行され、マザーボード、ECCメモリモジュール、
CPUモジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、POSTの実行中に各種の
BIOSセットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。
出荷時の設定ではPOSTを実行している間、ディスプレイ装置
には「NEC」ロゴが表示されます。（<Esc>キーを押すと、POST
の実行内容が表示されます。）

POSTの実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合にPOST中に表示されるメッ
セージを確認してください。 

ⓦ 導入時 

ⓦ 「故障かな？」と思ったとき 

ⓦ 電源ONからOSの起動の間に何度もビープ音がしたとき 

ⓦ ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき

POSTのチェック

BIOSのメニューで<Esc>キーを押さなくても、はじめからPOSTの診断内容を
表示させることができます。SETUPユーティリティの「Advanced」メニュー
にある「Boot-time Diagnostic Screen」の設定を「Enabled」に切り替えてくだ
さい（129ページ参照）。

ヒント
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POSTの流れ
次にPOSTで実行される内容を順を追って説明します。

1. 電源ON後、POSTが起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭
載しているCPUや接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ
るメッセージです。

3. しばらくすると、マザーボードにあるBIOSセットアップユーティリティ
「SETUP」の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot

from Network

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後にPOSTを自動
的に続けます）。

SETUPを起動するときは、メッセージが表示されている間に<F2>キーを押します。
設定方法やパラメータの機能については、119ページを参照してください。

SETUPを終了すると、自動的にもう一度はじめからPOSTを実行します。

4. 本体標準装備のシリアルATAインタフェースを使用したハードディスクドライブ
のディスクアレイ機能を有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。 

Press <Ctrl><M> to Run LSI Logic Software RAID Setup 

Utility.

ここで<Ctrl>キーと<M>キーを押すとハードディスクドライブのRAIDを構築する
ためのユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細については
149ページを参照してください。 

ⓦ POSTの実行中に電源をOFFにしないでください。 

ⓦ POSTの実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし
てください。 

ⓦ システムの構成によっては、ディスプレイの画面に「Press Any Key」
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取
り付けたオプションのボードのBIOSが要求しているためのものです。
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく
ださい。 

ⓦ オプションのPCIボードの取り付け/取り外しをしてから電源をONにす
ると、POSTの実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを示
すメッセージを表示してPOSTをいったん停止することがあります。

この場合は<F1>キーを押してPOSTを継続させてください。ボードの構
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設
定できます。

重要
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5. 続いて本体にオプションのSCSIコントローラボードなどの専用のBIOSを持ったコ
ントローラを搭載している場合は、BIOSセットアップユーティリティの起動を促
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後にPOSTを自
動的に続けます）。

<例: SCSI BIOSセットアップユーティリティの場合> 

Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility!

ここで<Ctrl>キーと<A>キーを押すとユーティリティが起動します。SCSI機器の設定
値やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

ⓦ 5.25インチデバイスベイにSCSI機器を取り付けた場合 

ⓦ 外付けSCSI機器を接続した場合 

ⓦ 本体内部のSCSI機器の接続を変更した場合

6. オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。

7. BIOSセットアップユーティリティ「SETUP」でパスワードの設定をすると、
POSTが正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき
なくなります。この場合は、本体の電源をOFFにしてから、約10秒ほど時間をあけ
てONにしてください。

8. POSTを終了するとOSを起動します。

POSTのエラーメッセージ
POST中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用・保
守編」を参照してください。

OSをインストールするまではパスワードを設定しないでください。
重要

保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。重要
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次の順序で電源をOFFにします。本体の電源コードをUPSに接続している場合は、UPSに添
付の説明書を参照するか、UPSを制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ
い。

1. OSのシャットダウンをする。

2. POWER/SLEEPランプが消灯したことを確認する。

3. 周辺機器の電源をOFFにする。

ACPIモードに対応したOSを使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ
状態)にすることができます。

OSのシャットダウンメニューからスタンバイを選択するか、POWER/SLEEPスイッチの設定
を電源オフからスタンバイに変更した場合はPOWER/SLEEPスイッチを押すとスタンバイ状
態になります(POWER/SLEEPランプが点滅します)。
スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。
POWER/SLEEPスイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。

電源のOFF

省電力モードの起動

POWER/SLEEPランプ

省電力モードへの移行、または省電力モードからの復帰方法については、
Windows Server 2003/Windows 2000の設定によって異なります。また、省電
力モード中の動作レベルは、Windows Server 2003/Windows 2000の設定に依
存します。

ヒント

省電力モードへの移行、または省電力モード中にシステムを変更しないでくだ
さい。省電力モードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま
す。

重要
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本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）・保存（ライト）を行う
ことのできる3.5インチフロッピーディスクドライブをオプション選択により搭載できます。
3.5インチの2HDフロッピーディスク（1.44Mバイト）と2DDフロッピーディスク（720Kバ
イト）を使用することができます。

フロッピーディスクのセット/取り出し
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源がON
（POWERランプ点灯）になっていることを確認してください。
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。
イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか
ら取り出せます。

フロッピーディスクの取り扱いについて

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート
にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

ⓦ フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

ⓦ ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

ⓦ 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

ⓦ シャッタを開けないでください。 

ⓦ ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

ⓦ フロッピーディスクの上に物を置かないでください。 

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。 

ⓦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

ⓦ 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

ⓦ 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

ⓦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。

フロッピーディスクドライブ 

ⓦ フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディス
クの内容を読めないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求す
るメッセージが表示されます。OSに添付の説明書を参照してフロッ
ピーディスクをフォーマットしてください。 

ⓦ フロッピーディスクをセットした後に本体の電源をONにしたり、再起
動するとフロッピーディスクから起動します。フロッピーディスク内に
システムがないと起動できません。 

ⓦ フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してから
フロッピーディスクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に
取り出すとデータが破壊されるおそれがあります。

チェック
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ⓦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

ⓦ フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプロテ
クト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプロテクトされているフ
ロッピーディスクは、読み出しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き
込みができません。重要なデータの入っているフロッピーディスクは、書き込み時以外
はライトプロテクトをしておくようお勧めします。3.5インチフロッピーディスクのラ
イトプロテクトは、ディスク裏面のライトプロテクトスイッチで行います。 

ⓦ フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され
ているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。）

ライトプロテクトスイッチ

書き込み不可 書き込み可
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本体前面に光ディスクドライブがあります。光ディスクドライブはCD/DVD-ROM（読み出し
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。CD/DVD-ROMはフロッピー
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。

ディスクのセット/取り出し
1. 本体の電源がON（POWER/SLEEPランプ点灯）になっていることを確認する。

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。

トレーが少し出てきます。

3. トレーを軽く持って手前に引き出し、トレーが止まるまで引き出す。

4. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。

5. トレーの前面を軽く押して元に戻す。

ディスクの取り出しは、ディスクをセットするときと同じようにトレーイジェクトボタンを押
してトレーをイジェクトし、トレーから取り出します（アクセスランプがオレンジ色に点灯し
ているときは、ディスクにアクセスしていることを示します。この間、トレーイジェクトボタ
ンは機能しません）。
OSによってはOSからトレーをイジェクトすることもできます。
ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。

ディスクが取り出せない場合の手順
トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出
します。

1. POWER/SLEEPスイッチを押して本体の電源をOFF（POWER/SLEEPランプ消
灯）にする。

光ディスクドライブ

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説
明をご覧ください。 

ⓦ 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない

ディスクのセット後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディス
クをセットし直してください。重要
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2. 直径約1.2mm、長さ約100mm
の金属製のピン（太めのゼムク
リップを引き伸ばして代用でき
る）を光ディスクドライブのフロ
ントパネルにある強制イジェクト
ホールに差し込んで、トレーが出
てくるまでゆっくりと押す。

強制イジェクトホールの位置はドライブのタイプによって異なる場合があります。

3. トレーを持って引き出す。

4. ディスクを取り出す。

5. トレーを押して元に戻す。

ディスクの取り扱い

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

ⓦ 本装置は、CD/DVD規格に準拠しない「コピーガード付きCD/DVD」などのディスクに
つきましては、CD/DVD再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

ⓦ ディスクを落とさないでください。 

ⓦ ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

ⓦ ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

ⓦ 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

ⓦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

ⓦ キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ
い。 

ⓦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。 

ⓦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、
ていねいにふいてください。 

ⓦ 清掃の際は、CD/DVD専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、ク
リーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

ⓦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。

強制イジェクトホール 

ⓦ つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

ⓦ 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会
社に連絡してください。

重要
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内蔵オプションの取り付け
本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。

安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ
い。 

ⓦ オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行
わせるようお勧めします。 

ⓦ オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障・破損
についての修理は有料となります 

ⓦ ハードウェア構成を変更した場合も、必ずEXPRESSBUILDERを使っ
てシステムをアップデートしてください（53ページを参照）。

重要

安全上の注意

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説明をご覧くだ
さい。 

ⓦ 自分で分解・修理・改造はしない 

ⓦ リチウムバッテリを取り外さない  

ⓦ プラグを差し込んだまま取り扱わない

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説
明をご覧ください。 

ⓦ 1人で持ち上げない  

ⓦ 中途半端に取り付けない  

ⓦ 指を挟まない  

ⓦ 高温注意
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本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け・取り外しの際は静電
気による製品の故障に十分注意してください。 

ⓦ リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

ⓦ 作業場所の確認

－ 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。

－ カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を
行った上で作業を行ってください。 

ⓦ 作業台の使用

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

ⓦ 着衣

－ ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。

－ 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。

－ 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

ⓦ 部品の取り扱い

－ 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。

－ 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。

－ 部品を保管・運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。

静電気対策について
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次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。

1. OSからシャットダウン処理をす
るかPOWER/SLEEPスイッチを
押して本体の電源をOFF
（POWER/SLEEPランプ消灯）
にする。

2. 本体の電源コードをコンセントお
よび本体の電源コネクタから抜
く。

3. 本体背面に接続しているケーブル
をすべて取り外す。

取り付け/取り外しの準備

POWER/SLEEP
ランプ
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次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。

カバー
本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはカバーを取り外します。

取り外し

次の手順に従ってカバーを取り外します。

1. 「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。

2. 筐体ロックに錠をしている場合
は、錠を取り外す。

3. 右側のカバーが底面を向くように
して本体を横置きにする。

ゆっくりと静かに倒してくださ
い。

取り付け/取り外しの手順

スタビライザーを取り付けている場合は取り外してから横置きにして
ください。チェック
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4. ロックレバーを押しながらカバー
をしっかり持って取り外す。

ロックレバー
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取り付け

カバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。
カバーの左右にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていることを確認
してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、カバー前面側に
あるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フレームに引っ掛
かっていないとカバーを確実に取り付けることができません。

本体上面側の
フック

本体前面側の
フック

本体底面側の
フック

筐体ロックの
プレートを差
し込む穴

カバーの裏側

フックの差し込み穴

フックを引っか
けるフレーム

フックの差し込み穴

本体のフレーム

筐体ロックの
プレート
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フロントマスク
ハードディスクドライブや3.5インチデバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフロン
トマスクを取り外します。

取り外し

次の手順に従ってフロントマスクを取り外します。

1. 85ページを参照して取り外しの準備をする。

2. 右側のカバーが底面を向くように
して本体を横置きにする。

ゆっくりと静かに倒してくださ
い。

3. 86ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。

4. フロントマスクの上側にあるリ
リースタブ（3カ所）を引き、タ
ブが本体のフレームから外れる程
度まで前面に少し引っぱる。

スタビライザーを取り付けている場合は取り外してから横置きにして
ください。チェック

前面に引っぱりすぎるとフロントマスクの下側を固定しているフックを破損
してしまいます。少しだけ引き出してください。重要
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5. 本体を少し持ち上げながら、フロ
ントマスクを下側にスライドさ
せ、本体下側のフレームに引っか
かっているタブを外して本体から
取り外す。

取り付け

フロントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。フロントマスクの下
側にある3つのタブを本体前面下側の穴に差し込んでから上側を本体に向けて押し、リリース
タブでロックしてください。
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デバイスブラケット
オプションの取り付けまたは取り外しを行う場合は、デバイスブラケットをリフトアップする
必要があります。

リフトアップ

次の手順に従ってデバイスブラケットをリフトアップします。

1. 85ページを参照してリフトアップの準備をする。

2. 86ページと89ページを参照してカバーとフロントマスクを取り外す。

3. フロント側の上両脇のネジ（2カ
所）を外す。

4. デバイスブラケットのハンドルを
上に引き上げる。

リフトダウン

デバイスブラケットは「リフトアップ」の逆の手順でリフトダウンできます。デバイスブラ
ケットの両脇にロックレバーがありますので、ロックが掛かるまでハンドルを押し上げてくだ
さい。

ネジを外す

デバイス
ブラケット 

ⓦ フロントのねじを外さないで無理に引き上げないでください。フレーム
が歪みカバーが取り付けられなくなってしまいます。 

ⓦ デバイスブラケットを引き上げる際に周囲のケーブルが引っ掛からない
よう注意してください。

重要
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3.5インチハードディスクドライブ
本体の内部には、SATAハードディスクドライブを最大2台取り付けることができます。

モデルによって搭載されているハードディスクドライブのタイプが異なります。

弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー
ドパーティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライ
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。

重要

<SATAハードディスクドライブ搭載の場合>

ハードディスクドライブ
（1台目）

ハードディスクドライブベイ

ハードディスクドライブ
（2台目）



ハードウェア編　93
取り付け

次の手順に従って3.5インチハードディスクドライブを取り付けます。

1. 取り付け前にハードディスクドライブに添付の説明書を参照してハードディスクド
ライブの設定をする。

〈SATAハードディスクドライブ搭載の場合〉

2. 85ページを参照して取り外しの準備をする。

3. 86ページと89ページおよび91ページを参照してカバーとフロントマスクを取り
外す。

4. 光ディスクドライブとデバイスベ
イに搭載しているデバイスから全
てのケーブルを取り外す。

5. ハードディスクドライブをすでに
搭載している場合は、ハードディ
スクドライブに接続しているイン
タフェースケーブルと電源ケーブ
ルを外す。

増設台数 取り付けるベイの位置
接続するマザーボードの
シリアル ATAコネクタ

1 台目 上から1 段目 シリアル ATAコネクタ 1

2 台目 上から2 段目 シリアル ATAコネクタ 2

シリアルATA
コネクタ1

シリアルATA
コネクタ2

光ディスクドライブ フロッピーディスク
ドライブ(オプション)
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6. ハンドルを持ち、デバイスブラ
ケットを図のように回転させて、
デバイスブラケットを引き抜く。

7. デバイスブラケットからハード
ディスクドライブベイを固定して
いるネジ2本を外す。

8. デバイスブラケットからハード
ディスクドライブベイを手前にス
ライドさせて取り出す。

9. 平らで丈夫な場所に静かに置く。

デバイス
ブラケット

ネジを外す

ハードディスクドライブベイ
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10. ハードディスクドライブベイの底
面側を上に向け、ハードディスク
ドライブのコネクタ側を手前に、
基板面を下に向けて持ち、スロッ
トへゆっくりとていねいに差し込
む。

11. ハードディスクドライブとハー
ドディスクドライブベイのネジ
穴を合わせて、ハードディスク
ドライブに添付のネジ（4本）
でハードディスクドライブを固
定する。

<SATAディスク搭載の例>

コネクタ面

ハードディスクドライブベイ

1台目固定ネジ
（反対側にもあり）

1台目

2台目

2台目固定ネジ
（反対側にもあり）

ハードディスクドライブを固定するネジは、ハードディスクドライブ添付のネ
ジを使用してください。必要以上に長さのあるネジを使用するとハードディス
クドライブを破損するおそれがあります。

重要
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12. ハードディスクドライブベイをデ
バイスブラケットのフレームに突
き当てながらデバイスブラケット
のフックにベイの穴を差し込む。

13. ハードディスクドライブベイを前
面へスライドさせる。

14. 手順6で取り外したネジ2本で
ハードディスクドライブベイを
固定する。

15. デバイスブラケットのハンドルを
持ち、図のように回転させて本体
に取り付ける。

16. ケーブルを接続する。

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。

フック

固定ネジ

インタフェースケーブルや電源ケーブルにキャップがされていた場合は取り
外してください（取り外したキャップは大切に保管してください）。また、使
用しない電源コネクタにはキャップをし、リピートタイで束ねてください。

チェック

ハードディスクドライブを冷却するために大切な手順です。
重要
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17. 本体を組み立てる。

18. BIOSセットアップユーティリティを起動して、BIOSからハードディスクドライ
ブが正しく認識されていることを確認する（119ページ）。

取り外し

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。

1. 85ページを参照して取り外しの準備をする。

2. 86ページと89ページおよび91ページを参照してカバーとフロントマスクを取り
外す。

3. 「取り付け」の手順6～9を参照してハードディスクドライブベイを取り出す。

4. 「取り付け」の手順10～11を参照してハードディスクドライブを取り出す。

5. 本体を組み立てる。

ハードディスクドライブ内のデータについて

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ
うにお客様の責任において確実に処分してください。

WindowsやLinuxなどの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティング
システムの「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見
えますが、実際のデータはハードディスクドライブに書き込まれたまま
の状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェ
アにより復元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま
たは保守サービス会社にお問い合わせください。

重要
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PCIボード
本体には、PCIボードを取り付けることのできるスロットを4つ用意しています。 

ⓦ PCIボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など
に触れて身体の静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。ま
た、ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いた
りしないでください。静電気に対する注意については、84ページで説
明しています。 

ⓦ ロングボードはPCI #3と#4のみに搭載できます。また、実装する際に
は、マザーボード上の部品に接触しないよう、注意して実装してくださ
い。

重要

PCIボードスロット#3

PCIボードスロット#4

マザーボード

PCIボードスロット#2

PCIボードスロット#1
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オプションデバイスと取り付けスロット一覧

○ 搭載可能　　－搭載不可
*1　PCIeは×4でのみ動作します。

SCSIコントローラの取り付けについて

N8103-75/95 SCSIコントローラを取り付け、バックアップデバイスを接続することが可能
です。詳しくはSCSIコントローラに添付の説明書を参照してください。 

ⓦ 接続するデバイスのIDや終端設定を正しく設定してしてください。 

ⓦ このボードの最大出力は5Vです。 

ⓦ 取り付け後は、SCSIコントローラのSCSI BIOSユーティリティを使用してボードや接
続しているデバイスの転送レートの設定などをします。設定の詳細とその方法について
は、ボードに添付の説明書を参照してください。

型　名 製品名

スロット
PCI#1 PCI#2 PCI#3 PCI#4

備　考

PCIe*1 PCIe 32-bit/33MHz

スロットサイズ Low-Profile

PCI ボードタイプ
× 8
ソケット

× 8
ソケット

5V

搭載可能な
ボードサイズ

MD2

N8103-75 SCSI コントローラ － － ○ ○ －

N8103-95 SCSI コントローラ － － ○ ○ －

N8104-109 1000BASE-SX接続ボード － － ○ ○ いずれか 1枚（AFT
時は同じボードを最
大 2枚）搭載可能N8104-115 1000BASE-T 接続ボード － － ○ ○

N8104-114 1000BASE-T 接続ボード ○ ○ － － 最大 1枚搭載可能
その他ボードと
Teaming は不可

N8104-88 100BASE-TX接続ボード － － ○ ○ 最大 2枚搭載可能

N8104-122 1000BASE-T 接続ボード（2ch） － ○ － － 最大 1 枚搭載可能
その他ボードと
Teaming は不可

N8117-01A 増設 RS-232Cコネクタキット ○ ○ ○ ○ 最大 1つ搭載可能
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取り付け

次の手順に従ってPCIボードスロットに接続するボードの取り付けを行います。詳細について
は、ボードに添付の説明書を参照してください。

1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。

2. 85ページを参照して取り外しの準備をする。

3. 86ページを参照してカバーを取り外す。

4. 取り付けるスロットと同じ位置
（高さ）にある増設スロットカ
バーを固定しているネジを外し、
スロットカバーを取り外す。

5. ボードの部品面を本体底面側に向
け、ボードのリアパネルをフレーム
のバネにしっかりと当ててからボー
ドの接続部分がスロットに確実に接
続するようしっかりとボードを押し
込み、手順4で外したネジで固定す
る。

6. 本体を組み立てる。

取り外したスロットカバーは大切に保管してください。
重要

フレームのバネの
ある部分

うまくボードを取り付けられないときは、ボードをいったん取り外してから取
り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれ
がありますので注意してください。

重要
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7. 本体の電源をONにしてPOSTでエラーメッセージが表示されていないことを確認
する。

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会
社に保守を依頼してください。

8. BIOSセットアップユーティリティを起動して「Advanced」メニューの「Reset
Configuration Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは129ページをご覧ください。

取り付け後の設定

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体のBIOS セット
アップユーティリティやボードに搭載・添付されているセットアップユーティリティ）を使っ
て本体の設定を変更しなければならない場合があります。

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。
なお、本装置では電源ON後にPCIバス番号の小さい順にスキャンをします。ボードに搭載さ
れたオプションROM内にBIOSユーティリティが格納されている場合は、PCIバス番号の小さ
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。

取り外し

次の手順に従ってPCIボードスロットに接続されているボードの取り外しを行います。

1. 85ページを参照して取り外しの準備をする。

2. 86ページを参照してカバーを取り外す。

3. 取り付け手順の4～5を参照してボードを取り外し、増設スロットカバーを取り付
ける。

4. 本体を組み立てる。

5. 本体の電源をONにしてPOSTでエラーメッセージが表示されていないことを確認
する。

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会
社に保守を依頼してください。

6. BIOSセットアップユーティリティを起動して「Advanced」メニューの「Reset
Configuration Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは129ページをご覧ください。
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N8117-01A 増設RS-232コネクタキットの取り付け

次の手順に従ってPCIボードスロットに接続するボードの取り付けを行います。詳細について
は、コネクタキットに添付の説明書を参照してください。

1. 取り付けるスロットのスロットカバー固定ネジを外して、スロットカバーを取り外
す。

2. ブラケットの先端がフレームのガイドに正しく差し込まれていることを確認し、
しっかりと取り付け、手順１で外したネジで固定する。

取り外したスロットカバーは大切に保管してください。
重要

本製品を取り付けようとする装置によりPCI BRACKETの付け替えが必要と
なります。
出荷時、Low ProfileタイプのPCI BRACKETが取り付けられていますので
Full HeightタイプのPCIスロットに取り付ける場合、添付のFull Height PCI
用のBRACKETに交換してください。

重要



ハードウェア編　103
3. 他のPCIボードに緩衝しないようケーブルをフォーミングしてマザーボード上のシ
リアルポートBコネクタに接続する。
シリアルポートBコネクタの位置は以下を参照してください。

4. 取り外したスロットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し
て装置を組み立てる

5. BIOSセットアップメニューでSerial Port Bの設定を行う。
「Advanced」-「I/O Device Configuration」- 「Serial Port B」を「Enabled」
に設定する。

ケーブルを接続する場合、コネクタの極性キーを合わせて誤接続しないよう注
意してください。重要

シリアルポートBコネクタ
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DIMM
DIMM（Dual In-line Memory Module）は、マザーボード上のDIMMコネクタに取り付けます。マ
ザーボード上にはDIMMを取り付けるコネクタが4個あります。

メモリは最大4GB（1GB×4枚）まで増設できます。

また、本装置ではメモリのDual Channelメモリモードをサポートしています。
Dual Channelメモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 

ⓦ 弊社で指定していないDIMMを使用しないでください。サードパーティ
のDIMMなどを取り付けると、DIMMだけでなく、本体が故障するおそ
れがあります（これらの製品が原因となった故障や破損についての修理
は保証期間中でも有料となります）。 

ⓦ DIMMは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触
れて身体の静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、
ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりし
ないでください。静電気に対する注意については、84ページで説明し
ています。 

ⓦ オペレーティングシステム（Microsoft Windows Server 2003,
Standard Edition）がサポートする最大メモリ容量と利用可能なメモリ
容量は次のとおりです。

搭載メモリ容量：～3GB →利用可能メモリ容量：搭載メモリ容量と同じ
搭載メモリ容量：3.5G～4GB →利用可能メモリ容量：約3.3GB

またチップセットの仕様などによりPCIソース領域として約750MBメ
モリを使用するため、実際に使用できるメモリ容量は搭載メモリ容量よ
り少なくなることがあります。（搭載するPCIカードの種類/枚数によっ
て多少変動します。）

重要

DIIMM #4
DIIMM #3

DIIMM #2
DIIMM #1

本体背面 本体前面

マザーボード



ハードウェア編　105
増設順序

DIMMは、Dual Channelメモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単位
が異なります。 

ⓦ Dual Channelメモリモードを使用しない場合

増設単位および増設順序に制限はありません。 

ⓦ Dual Channelメモリモードを使用する場合

次の条件を守ってください。

－ 2枚単位で取り付けてください。

－ 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。

－ 取り付けるスロットはスロット1と3、または2と4を一組としてください（使用す
る組に順序はありません）。

次に搭載例を示します。

搭載例
Dual Channel
メモリモード

スロット1 スロット 2 スロット 3 スロット 4

例 1 動作する 512MB
DIMM ( 標準 )

（未搭載） 512MB
DIMM

（未搭載）

例 2 動作する 512MB
DIMM ( 標準 )

1GB
DIMM

512MB
DIMM

1GB
DIMM

例 3 動作しない 512MB
DIMM ( 標準 )

1GB
DIMM

512MB
DIMM

（未搭載）

例 4 動作しない 512MB
DIMM ( 標準 )

1GB
DIMM

（未搭載） 1GB
DIMM
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取り付け

次の手順に従ってDIMMを取り付けます。

1. 85ページを参照して取り付けの準備をする。

2. 86ページを参照してカバーを取り外す。

3. 左側面が上になるように本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。

4. DIMMを取り付けるコネクタにある左右のレバーを開く。

5. DIMMを垂直に立てて、コネクタ
にしっかりと押し込む。

DIMMがDIMMコネクタに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。

6. レバーを確実に閉じる。

7. 本体を組み立てる。

8. 本体の電源をONにしてPOSTの画面でエラーメッセージが表示されていないこと
を確認する。

POSTのエラーメッセージの詳細については208ページを参照してください。

9. SETUPを起動して「Advanced」メニューの「Memory Configuration」で増設
したDIMMがBIOSから認識されていること（画面に表示されていること）を確認
する（130ページ参照）。

10.「Advanced」メニューの「Reset Configuration Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは129ページをご覧ください。

11. ページングファイルサイズの設定を変更する。

Windows Server 2003の場合は29ページを参照してください。

キースロット

キー

DIMMの向きに注意してください。DIMMの端子側には誤挿入を防止するため
のキーとキースロットがあります。チェック

無理な力を加えたり斜めに差すとDIMMやコネクタを破損するおそれがあり
ます。まっすぐ、ていねいに差し込んでください。重要
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取り外し

次の手順に従ってDIMMを取り外します。

1. 「取り付け」の手順1～3を参照し
て取り外しの準備をする。

2. 取り外すDIMMのコネクタの両側にあるレバーを左右にひろげる。

DIMMのロックが解除されます。

3. DIMMを垂直に取り外す。

4. 本体を組み立てる。

5. 本体の電源をONにしてPOSTの画面でエラーメッセージが表示されていないこと
を確認する。

POSTのエラーメッセージの詳細については208ページを参照してください。

「Advanced」メニューの「Reset Configuration Data」を「Yes」にする。ハード
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは129ページをご覧ください。

6. 故障したDIMMを交換した場合は、「Advanced」メニューの「Memory
Configuration」で、「Memory Retest」を「Yes」にする。

エラー情報をクリアするためです。詳しくは130ページをご覧ください。

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。

詳しくは29ページを参照してください。 

ⓦ 故障したDIMMを取り外す場合は、POSTやESMPROで表示されるエ
ラーメッセージを確認して、取り付けているDIMMソケットを確認して
ください。 

ⓦ DIMMは最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。

チェック

無理な力を加えたり斜めに抜くとDIMMやコネクタを破損するおそれがあり
ます。まっすぐ、ていねいに引き抜いてください。重要
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ファイルデバイス
本体には、MOドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを取り付けるス
ロットがあります。増設スロットは標準の状態はブランクカバーが取り付けられています。 

ⓦ SCSIデバイスを搭載する場合は、オプションのSCSIコントローラボー
ドと内蔵SCSIケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を
参照してください。 

ⓦ バックアップデバイスを取り付けた場合、3.5インチフロッピィディス
クドライブが使用できません。フロッピィディスクを使用するには別売
のUSBフロッピィディスクドライブを使用して下さい。
なお、USBフロッピィディスクドライブを正しく動作させるにはBIOS
セットアップメニューでBIOSの設定を変更してください。
設定方法は、後述の「システムBIOSのセットアップ」を参照して下さ
い。

ヒント

光ディスクドライブ

ファイルベイ

＜標準状態＞



ハードウェア編　109
取り付け

次の手順に従ってファイルデバイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中心
に説明します。デバイスベイ変換キットについては、説明が異なる場合のみ併記しています。

1. デバイスの設定をする。

デバイスベイに取り付けるデバイスの設定は以下のとおりです。

* オプションの内蔵SCSIケーブルに終端が取り付けられていない場合は
終端抵抗ONに設定してください。

2. 85ページを参照して取り付けの準備をする。

3. 86ページと89ページおよび91ページを参照してカバーとフロントマスクを取り
外す。

4. 標準装備の光ディスクドライブとデバイスベイに搭載しているデバイスからすべて
のケーブルを取り外す。

5. ハンドルを持ち、デバイスブラ
ケットを図のように回転させなが
ら、デバイスブラケットを引き抜
く。

デバイス 設　定

SCSI デバイス 終端抵抗 OFF*

SCSIデバイスを搭載する場合は、SCSI IDが同じケーブルに接続されている
他の機器と重ならないように設定してください。重要

デバイス
ブラケット
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6. デバイスブラケットからブラケッ
トを固定しているネジ2本を外し、
ブラケットを取り外す。

7. デバイスブラケットからEMIカ
バー（取り付けスロットをカバー
している板金）を固定しているネ
ジ2本を外し、EMIカバーを取り
外す。

8. デバイスブラケットに3.5インチ
SCSIデバイスを差し込む。

ネジを外す

ブラケット

取り外したブラケットおよび固定ねじは大切に保管して下さい。
重要

EMIカバー

取り外したEMIカバーは大切に保管してください。
重要

＜標準状態のファイルベイの場合＞
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9. 3.5インチSCSIデバイスのネジ
穴をデバイスブラケット側面のネ
ジ穴に合わせてデバイスに添付の
ネジ2本で固定する。

10. 手順5を参照してハードディスクドライブベイとデバイスブラケットを取り付け
る。

11. ケーブルを接続する。

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。

12. 本体を組み立てる。

13. 3.5インチSCSIデバイスの場合は、SCSIコントローラのBIOSユーティリティを
使って転送速度などの設定をする。

詳しくはSCSIコントローラに添付の説明書を参照してください。

14. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインストールする。

詳しくはデバイスに添付の説明書を参照してください。

固定に使うネジはオプションの3.5インチSCSIデバイスに添付のネジを使用
してください。必要以上に長さのあるネジを使用すると3.5インチSCSIデバ
イスを破損するおそれがあります。

重要

3.5インチSCSIデバイスのインタフェースケーブルは1ピンを示す赤い線のあ
る端が上面側に向くようにして接続してください。チェック

前面から見て左側面側

底面側

赤い線 3.5インチSCSIデバイス

光ディスクドライブ

上面側
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取り外し

ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し
たままにする場合は、EMIカバーを取り付けてください。
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フロッピーディスクドライブ
オプションでフロッピーディスクドライブを搭載することができます。

取り付け

次の手順に従ってフロッピーディスクドライブを取り付けます。85ページを参照して取り付
けの準備をする。

1. 86ページと89ページおよび91ページを参照してカバーとフロントマスクを取り
外す。

2. 標準装備の光ディスクドライブとデバイスベイに搭載しているデバイスからすべて
のケーブルを取り外す。

3. ハンドルを持ち、デバイスブラ
ケットを図のように回転させなが
ら、デバイスブラケットを引き抜
く。

4. デバイスブラケットからブラケッ
トを固定しているネジ2本を外し、
ブラケットを取り外す。

デバイス
ブラケット

ネジを外す

ブラケット

取り外したブラケットおよび固定ねじは大切に保管して下さい。
重要
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5. デバイスブラケットからEMIカ
バー（取り付けスロットをカバー
している板金）を固定しているネ
ジ2本を外し、EMIカバーを取り
外す。

6. デバイスブラケットにフロッピー
ディスクドライブを差し込む。

7. フロッピーディスクドライブのネ
ジ穴をデバイスブラケット側面の
ネジ穴に合わせてデバイスに添付
のネジ2本で固定する。

8. 手順3を参照してフロッピーディスクドライブベイとデバイスブラケットを取り付
ける。

EMIカバー

取り外したEMIカバーは大切に保管してください。
重要

固定に使うネジはオプションのファイルデバイスに添付のネジを使用してく
ださい。必要以上に長さのあるネジを使用するとファイルデバイスを破損する
おそれがあります。

重要
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9. ケーブルを接続する。

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。

10. 本体を組み立てる。

11. BIOSセットアップメニューでフロッピーディスクドライブの設定を変更する。

[Main] - [Legacy Diskette A:] を [1.44/1.25 MB 31/2"] に変更して[Exit] - [Exit
Saving Changes] を選択し、再起動してください。
フロッピーディスクドライブからBootするには再起動後、BIOSセットアップメ
ニューでBoot設定の変更を行ってください。
[Boot]メニューでExcluded from boot orderに表示されている、Legacy Floppy
Drivesにカーソルを合わせ<x>キーを押下してBoot priority orderへ移動させる。
<+>キーを押下して希望のBoot順位に移動させる。通常はCD-ROMの次になるよう
に3番にしてください。

取り外し

フロッピーディスクドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。

ファイルデバイスのインタフェースケーブルは1ピンを示す赤い線のある端が
上面側に向くようにして接続してください。チェック

前面から見て左側面側

底面側

赤い線
フロッピーディスク
ドライブ

光ディスクドライブ

上面側
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ケーブル接続
本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。

インタフェースケーブルの接続について説明します。

ハードディスクドライブの増設
ハードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。

シリアルATAディスク搭載の場合

ハードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。ハード
ディスクドライブは上から順に取り付けてください。

シリアルATAハードディスクドライブを2台接続している場合は、マザーボード上のコント
ローラを利用して2台のハードディスクドライブでディスクアレイを構築することができま
す。構築できるRAIDレベルや構築方法の詳細については、「RAIDコンフィグレーション」（149
ページ）を参照してください。

インタフェースケーブル

ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ
の詳細については「マザーボード」を参照してください。ヒント

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ

1台目のハードディスクドライブ

5.25インチ
デバイスベイ

3.5インチ
デバイスベイ

IDEケーブル FDDケーブル

マザーボード

電源
ユニット
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-RO
M
ド
ラ
イ
ブ

2台目のハードディスクドライブ

S-ATAケーブル
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E

ﾌﾛ
ｯﾋ
ﾟｰ
ﾄﾞ
ﾗｲ
ﾌﾞ

ID
E
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3.5インチデバイスの接続
3.5インチデバイスベイには3.5インチSCSIデバイスを搭載することができます。

3.5インチSCSIデバイスを搭載する場合

シリアルATAハードディスクドライブを搭載していてハードディスクドライブとは別のコン
トローラで3.5インチSCSIデバイスを制御したい場合は、オプションのSCSIコントローラと
内蔵SCSIケーブルが必要です。取り付けたSCSIコントローラは内蔵型/外付け型の両方の3.5
インチSCSIデバイスと接続することができます。SCSIコントローラと5.25インチデバイスの
接続は次のとおりです。 

ⓦ 標準状態の場合

別売のSCSIケーブルにSCSI接続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、
3.5インチSCSIデバイスの終端の設定を無効にしてください。

外付けデバイスの場合も別売のSCSIケーブルが必要です。

SCSIコントローラの同一チャネルに接続するデバイスのSCSI IDは、重複しないように設定を
してください。

3.5インチSCSIデバイス

マザーボード

電源
ユニット

CD
-RO
M
ド
ラ
イ
ブ

1台目のハードディスクドライブ

5.25インチ
デバイスベイ

3.5インチ
デバイスベイ

2台目のハードディスクドライブ

S-ATAケーブル

IDEケーブル FDDケーブル SCSIケーブル

ID
E

ﾌﾛ
ｯﾋ
ﾟｰ
ﾄﾞ
ﾗｲ
ﾌﾞ

ID
E

ﾌﾛ
ｯﾋ
ﾟｰ
ﾄﾞ
ﾗｲ
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電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブル以外は本装置では使用しません。 

ⓦ 標準状態の場合

－ SATA

電源ケーブル

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ

マザーボード

電源
ユニット

CD
-RO
Mド
ラ
イ
ブ

電源ケーブル
P4

P5

P6

P2

P1

P3

P6
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システムBIOSのセットアップ(SETUP)

Basic Input Output System（BIOS）の設定方法について説明します。

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定
してください。

SETUPはハードウェアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ
ティなどがなくても実行できます。

SETUPで設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど
の場合においてSETUPを使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必
要に応じて使用してください。

概　要 

ⓦ SETUPの操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく
ださい。 

ⓦ SETUPでは、パスワードを設定することができます。パスワードには、
「Supervisor」と「User」の2つのレベルがあります。「Supervisor」
レベルのパスワードでSETUPにアクセスした場合、すべての項目の変
更ができます。「Supervisor」のパスワードが設定されている場合、
「User」レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ
ます。 

ⓦ OS（オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワード
を設定しないでください。 

ⓦ SETUPユーティリティは、最新のバージョンがインストールされてい
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー
ビス会社に問い合わせてください。

重要
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本体の電源をONにするとディスプレイ装置の画面にPOST（Power On Self-Test）の実行内
容が表示されます。「NEC」ロゴが表示された場合は、<Esc>キーを押してください。

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot 

from Network

ここで<F2>キーを押すと、SETUPが起動してMainメニュー画面を表示します。
以前にSETUPを起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter password[                     ]

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源をOFFにしてください。

起　動

パスワードには、「Supervisor」と「User」の2種類のパスワードがあります。
「Supervisor」では、SETUPでのすべての設定の状態を確認したり、それらを
変更したりすることができます。「User」では、確認できる設定や、変更でき
る設定に制限があります。

ヒント
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キーボード上の次のキーを使ってSETUPを操作します（キーの機能については、画面下にも
表示されています）。

□ カーソルキー（↑、↓）

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選
択されています。

□ カーソルキー（←、→）

MainやAdvanced、Security、Server、Boot、Exitなどのメニューを選択します。

□ <－>キー／<＋>キー

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に
「 」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。

□ <Enter>キー

選択したパラメータの決定を行うときに押します。

□ <Esc>キー

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると「Exit」メニューに進みます。

□ <F1>キー

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。
SETUPの操作についてのヘルプ画面が表示されます。<Esc>キーを押すと、元の画
面に戻ります。

□ <F9>キー

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時
のパラメータと異なる場合があります）。

□ <F10>キー

設定したパラメータを保存してSETUPを終了します。

キーと画面の説明

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

System Management

Console Redirection

Assert NMI on SERR :

Post Error Pause :

AC-LINK :

Additional setup menu to 

view server managment 

features.
[Enabled]

[Enabled]

[Last State]

MainMain AdvancedAdvanced Security ServerServer Boot Exit

現在表示しているメニューを示すサブメニューがあることを示す

オンライン
ヘルプ
ウィンドウ

パラメータ（選択すると文字が反転する）キーの機能説明

設定項目

▼
�
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次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例
を示します。

日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。

「Main」→「System Time」（時刻の設定）

「Main」→「System Date」（日付の設定）

「ESMPRO/ServerManager」を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する

「Advanced」→「Advanced Chipset Control」→「Wake On LAN/PME」→「Enabled」

「Server」→「AC-LINK」→「Stay Off」

ハードディスクドライブの状態を確認する

「Main」→「Primary IDE Master」→表示を確認する

UPSと電源連動させる

－ UPSから電源が供給されたら常に電源をONさせる

「Server」→「AC-LINK」→「Power On」

－ UPSから電源が供給されても電源をOFFのままにする

「Server」→「AC-LINK」→「Stay Off」

本体に接続している起動デバイスの順番を変える

「Boot」→起動順序を設定する

POSTの実行内容を表示する

「Advanced」→「Boot-time Diagnostic Screen」→「Enabled」

「NEC」ロゴの表示中に<Esc>キーを押しても表示させることができます。

コンソール端末から制御する

「Server」→「Console Redirection」→それぞれの設定をする

設定例

日付・時間の設定

管理ソフトウェアとの連携関連

ハードディスクドライブ関連

UPS関連

起動関連
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搭載しているメモリ(DIMM）の状態を確認する

「Advanced」→「Memory Configuration」→表示を確認する

画面に表示されているDIMMグループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう
に対応しています。

メモリ(DIMM）のエラー情報をクリアする

「Advanced」→「Memory Configuration」→「Memory Retest」→「Yes」→再起動す
るとクリアされる

メモリ(DIMM）の詳細テストを実行する

「Advanced」→「Memory Configuration」→「Extended RAM Step」→「1MB」→再
起動すると詳細テストを実行する

搭載しているCPUの状態を確認する

「Main」→「Advanced Processor Options」→「Processor 1 CPUID」→表示を確認する

CPUのエラー情報をクリアする

「Main」→「Advanced Processor Options」→「Processor Retest」→「Yes」→再起
動するとクリアされる

Numlockを設定する

「Advanced」→「NumLock」→「Off（起動時に無効）/On（起動時に有効）」

メモリ関連

CPU関連

キーボード関連

DIMM #3DIMM #1

DIMM #2

本体前面本体背面

DIMM #4

マザーボード
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BIOSレベルでのパスワードを設定する

「Security」→「Set Supervisor Password」→パスワードを入力する

「Security」→「Set User Password」→パスワードを入力する

管理者パスワード（Supervisor）、ユーザーパスワード（User）の順に設定します。

外付け周辺機器に対する設定をする

「Advanced」→「I/O Device Configuration」→それぞれの機器に対して設定をする

本体内蔵のPCIデバイスに対する設定をする

「Advanced」→「Advanced Chipset Control」→「PCI Device」→それぞれのデバイス
に対して設定をする

ディスクアレイコントローラボードまたはSCSIコントローラなどを取り付ける

「Advanced」→「PCI Configuration」→「PCI Slot n Option ROM(n:スロット番号)」→
「Enabled」

ハードウェアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後）

「Advanced」→「Reset Configuration Data」→「Yes」

USBフロッピィディスクドライブを接続する。

「Main」→「Legacy Diskette A:」→「Disabled」

BIOSの設定内容を保存して終了する

「Exit」→「Exit Saving Changes」

変更したBIOSの設定を破棄して終了する

「Exit」→「Exit Discarding Changes」

BIOSの設定をデフォルトの設定に戻す

「Exit」→「Load Setup Defaults」

変更したBIOSの設定を破棄する

「Exit」→「Discard Changes」

現在の設定内容を保存する

「Exit」→「Save Changes」

セキュリティ関連

外付け周辺機器関連

内蔵デバイス関連

設定内容のセーブ関連
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SETUPには大きく6種類のメニューがあります。 

ⓦ Mainメニュー 

ⓦ Advancedメニュー 

ⓦ Securityメニュー 

ⓦ Serverメニュー 

ⓦ Bootメニュー 

ⓦ Exitメニュー

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明
をします。

Main
SETUPを起動すると、はじめにMainメニューが表示されます。項目の前に「 」がついてい
るメニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニューが表示されます。

Mainメニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。
項目については次の表を参照してください。

パラメータと説明

▼
�

Main Advanced Security Server Boot

System Time :

System Date :

Legacy Diskette A :

Hard Disk Pre-Delay :

Primary IDE Master

Primary IDE Slave

IDE Secondary/Master

IDE Secondary/Slave 

Advanced Processor Options

 

Language :

Item Specific Help

Exit

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9    Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

[14:18:58]

[04/05/2005]

[Disabled]

[Disabled]

 

[120GB SATA1]

[None]

[CD-ROM]

[None]

[English (US)]

<Tab>, <Shift-Tab>, or

<Enter> selects field.

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility
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項　目 パラメータ 説　明

System Time HH:MM:SS 時刻の設定をします。

System Date MM/DD/YYYY 日付の設定をします。

Legacy Diskette A [Disabled]
360 Kb 5 1/4
1.2 MB 5 1/4
720 Kb 3 1/2
1.44/1.25MB 31/2
2.88 MB 3 1/2

フロッピーディスクドライブ（標準装備）の
設定をします。
USBフロッピィディスクドライブを使用する
場合、[Disabled]に設定してください。

Hard Disk Pre-Delay [Disabled]
3 Seconds
6 Seconds
9 Seconds
12 Seconds
15 Seconds
21 Seconds
30 Seconds

POST中に初めて内蔵のIDEハードディスク
ドライブにアクセスする際にハードディスク
ドライブの準備のための待ち時間を設定しま
す。

Primary IDE Master
Primary IDE Slave
IDE Secondary/Master
IDE Secondary/Slave

ー それぞれのチャネルに接続されているデバイ
スのタイプを表示します。
シリアルATAにハードディスクドライブを1
台のみ接続した場合、デバイスの情報は
Primary IDEのエリアに表示されます。
一部設定を変更できる項目がありますが、出
荷時の設定のままにしておいてください。

SATA Port 1
SATA Port 2
Serial ATA
Channel 0 Master
Serial ATA
Channel 1 Master

ー シリアルATAハードディスクドライブを2台
接続した場合にのみ表示されます。デバイス
情報はSATA Port 1、2、Serial ATA
Channel 0 Master、Serial ATA 1 Masterの
エリアに表示されます。
一部設定を変更できる項目がありますが、出
荷時の設定のままにしておいてください。

Advanced Processor
Options

ー サブメニューを表示します。次ページを参照
してください。

Language [English(US)]
Fran çais
Deutsch
Espa ñol
Italiano

SETUPで表示する言語を選択します。

[ ]: 出荷時の設定

BIOSのパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認・
調整をしてください。 

ⓦ 装置の輸送後 

ⓦ 装置の保管後 

ⓦ 装置の動作を保証する環境条件（温度：10℃～35℃・湿度：20%～
80%）から外れた条件下で休止状態にした後

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ（NTPサーバ）
などを利用して運用することをお勧めします。
システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。

重要
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Advanced Processor Options

Mainメニューで「Advanced Processor Options」を選択すると、以下の画面が表示されます。

Processor Retest

CPU Speed

Processor 1 CPUID :

Processor 1 L2 Cache :

Execute Disable Bit :

Enhanced Intel SpeedStep(R) Tech. :

Intel(R) Virtualization Tech. :

Select 'Yes' , BIOS will

clear historical

processor status and

retest all processors

on next boot.

Item Specific HelpAdvanced Processor Options

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

Main

[No]

1.86 GHz

06F6 

2048 KB

[Disabled]

[Disabled]

[Disabled]

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit
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項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

Processor Retest [No]
Yes

プロセッサのエラー情報をクリアし、次回
起動時にすべてのプロセッサに対してテス
トを行います。このオプションは次回起動
時に自動的に「No」に切り替わります。

CPU Speed nnn GHz プロセッサの動作周波数を表示します（表
示のみ）。

Processor 1 CPUID 数値(0Fxx)
Disabled

数値の場合はプロセッサのIDを示します。
「Disabled」はプロセッサの故障を示します
（表示のみ）。

Processor 1 L2 Cache nnn KB プロセッサのセカンド（二次）キャッシュ
サイズを表示します（表示のみ）。

Hyper-Threading
Technology

Disabled
[Enabled]

1つの物理CPUを2つの論理CPUとしてみせ
て動作させる機能です。Enabledに設定する
と1つのCPUが2つに見えます。
注：Hyper-threading Technologyは、
Hyper-threading Technologyに対応し
たCPUを搭載した場合のみ表示されま
す。Windows Server 2003以外のOSを
使用する場合は、[Disabled]に設定して
ください。

Execute Disable Bit Enabled
[Disabled]

XDビット機能の有効/無効を設定します。
注：Execute Disable Bitは、XDビット機能
に対応したCPUを搭載した場合のみ表
示されます。

Enhanced Intel Speed-
Step(R) Tech.

[Disabled]
Enabled

インテルプロセッサが提供する「拡張版イ
ンテルSpeedStepテクノロジ」の機能の有
効/無効を設定します。
本項目は対応するプロセッサを搭載した場
合のみ、表示されます。

Intel(R) Virtualization Tech. [Disabled]
Enabled

インテルプロセッサが提供する「仮想化技
術」の機能の有効/無効を設定します。
本項目は対応するプロセッサを搭載した場
合のみ、表示されます。

[ ]: 出荷時の設定
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Advanced
カーソルを「Advanced」の位置に移動させると、Advancedメニューが表示されます。
項目の前に「 」がついているメニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニューが表
示されます。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

Boot-time Diagnostic
Screen

[Disabled]
Enabled

起動時の自己診断（POST）の実行画面を表
示させるか、表示させないかを設定します。
「Disabled」に設定すると、POSTの間、
「NEC」ロゴが表示されます。（ここで<Esc>
キーを押すとPOSTの実行画面に切り替わり
ます。）

Reset Configuration Data [No]
Yes

Configuration Data(POSTで記憶している
システム情報）をクリアするときは「Yes」
に設定します。システムの起動後にこのパ
ラメータは「No」に切り替わります。

NumLock [On]
Off

システム起動時にNumlockの有効/無効を設
定します。

Memory/Processor Error [Boot]
Halt

POST中にメモリやCPUのエラーを検出したと
きにPOSTを中断するかどうかを設定します。

Multiprocessor
specification

1.1
[1.4]

マルチプロセッサ仕様で対応するバージョ
ンを選択します。

[ ]: 出荷時の設定

▼
�

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9    Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

Main Advanced Security Server Boot Exit

Memory Configuration

PCI Configuration

I/O Device Configuraion

Advanced Chipset Control

Boot-time Diagnostic Screen :

Reset Configuration Data :

NumLock :

Memory/Processor Error :

Multiprocessor specification :

Additional setup

menus to configure 

Memory devices.

[Disabled]

[No]

[On]

[Boot]

[1.4]
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Memory Configuration

Advancedメニューで「Memory Configuration」を選択すると、以下の画面が表示されます。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

Installed Memory ー 本体内蔵の基本メモリ容量を表示します
（表示のみ）。

Available to OS ー OSで使用可能なメモリの総容量を表示しま
す（表示のみ）。

Used by devices ー 本体内蔵の基本メモリ容量において各デバ
イスにより使用されているメモリの総容量
を表示します（表示のみ）。

DIMM Group #1 - #4
Status

実装容量(ex.512MB)
Not Installed
Disabled

メモリの現在の状態を表示します（表示の
み）。「実装容量(ex.512MB)」はメモリが取
り付けられていて、正常であることを、
「Not Installed」はメモリが取り付けられて
いていないことを示します。「Disabled」は
DIMMが故障していることを示します。

Memory Retest [No]
Yes

メモリ(DIMM)の詳細テストを実行するかど
うかを設定します。

Extended RAM Step 1MB
[Disabled]

拡張メモリに対するテストを実行するかど
うか、および実行する際のブロックサイズ
を設定します。

[ ]: 出荷時の設定

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

Installed Memory :

Available to OS :

Used by device :

DIMM Group #1 Status :

DIMM Group #2 Status :

DIMM Group #3 Status :

DIMM Group #4 Status :

Memory Retest :

Extended RAM Step :

Clears the memory error 

status.

Memory Configuration

1024 MB

1022 MB

2 MB

512 MB

Not Installed

512 MB

Not Installed

[No]

[Disabled]

Advanced
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PCI Configuration

Advancedメニューで「PCI Configuration」を選択すると、以下の画面が表示されます。項
目の前に「 」がついているメニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニューが表示
されます。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

PCI Slot 1-4 Option ROM [Enabled]
Disabled

PCIスロットに接続しているカードが搭載し
ているBIOSのOption ROM展開を行うかど
うかを設定します。
Bootデバイスとして使用しないカードを接
続している場合、「Disabled」にしてくださ
い。
「Disabled」にすることにより、メモリの消
費を抑え、起動時間を短縮することができ
ます。

[ ]: 出荷時の設定

▼
�

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

Main Advanced Security Server Boot Exit

Embedded NIC

PCI Slot 1 Option ROM :

PCI Slot 2 Option ROM :

PCI Slot 3 Option ROM :

PCI Slot 4 Option ROM :

[Enabled]

[Enabled]

[Enabled]

[Enabled]

 

PCI ConfigurationPCI Configuration

Additional setup menus

to configure embedded

LAN controller.

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit
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Embedded NIC

AdvancedメニューのPCI ConfigurationでEmbedded NIC（Gbit #1）を選択すると以下の画
面が表示されます。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

Onboard LAN Control Disabled
[Enabled]

オンボード上のネットワークコントローラ
の有効/無効を設定します。

Option ROM Scan Disabled
[Enabled]

オンボード上のネットワークコントローラ
のBIOSの展開の有効/無効を設定するサブメ
ニューを表示します。

[ ]: 出荷時の設定

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

Advanced

Onboard LAN Control

Option ROM Scan:

 

Embedded NIC

Enable oe Disable the

onboard LAN Device 

 by setting item to the

desired value.

[Enabled]

[Enabled]

F1   Help ↑↓  Select Item - / +  Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit
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I/O Device Configuration

Advancedメニューで「I/O Device Configuration」を選択すると、以下の画面が表示されます。

項目については次の表を参照してください。

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+    Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter   Select←→  Select MenuEsc  Exit

Serial Port A :

Base I/O address :

    Interrupt :

Serial Port B :

Parallel Port :

    Mode :

    Base I/O address :

    Interrupt :

USB Controller :

USB 2.0 Controller :

Legacy USB Support :

Configure Serial Port A

using options :

[Disabled]

    No configuration

[Enabled]

    User configuration

I/O Device Configuration

[Enabled]

[3F8]

[IRQ 4]

[Diabled]

[Enabled]

[Bi-directional]

[378]

[IRQ 7]

[Enabled]

[Disabled]

[Enabled]

AdvancedAdvanced

割り込みやベースI/Oアドレスが他と重複しないように注意してください。設
定した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「＊」が表示されます。
黄色の「＊」が表示されている項目は設定し直してください。

重要

項　目 パラメータ 説　明

Serial Port A Disabled
[Enabled]

シリアルポートAを使用するかどうかを指定
します。

Base I/O address [3F8]
2F8
3E8
2E8

シリアルポートAに割り当てるI/Oアドレス
を指定します。

Interrupt IRQ 3
[IRQ 4]

シリアルポートAに割り当てる割り込みを指
定します。

Serial Port B [Disabled]
Enabled

シリアルポートBを使用するかどうかを指定
します。
使用するためにはオプションのN8117-01A
RS232Cコネクタキットが必要です。

Base I/O address* 3F8
[2F8]
3E8
2E8

シリアルポートBに割り当てるI/Oアドレス
を指定します。

Interrupt* [IRQ 3]
IRQ 4

シリアルポートBに割り当てる割り込みを指
定します。

Parallel Port Disabled
[Enabled]

パラレルポートを使用するかどうかを指定
します。
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Mode [Bi-directional]
EPP
ECP

パラレルポートに割り当てるモードを指定しま
す。Bi-directionalは双方向で通常動作スピード
で通信します。EPPは拡張パラレルポート規格
で最大25MB/秒での双方向DMA-圧縮伸長に
よる高速モード通信です。ECPは拡張パラレル
ポート規格で最大2MB/秒での双方向DMA圧
縮伸長による高速モード通信です。

Base I/O address [378]
278

パラレルポートに割り当てるI/Oアドレスを
指定します。

Interrupt IRQ 5
[IRQ 7]

パラレルポートに割り当てる割り込みを指
定します。

USB Controller Disabled
[Enabled]

USB機器の有効/無効を設定します。

USB 2.0 Controller [Disabled]
Enabled

USB 2.0機器の有効/無効を設定します。

Legacy USB Support Disabled
[Enabled]

USBを正式にサポートしていないOSでも
USBキーボードが使用できるようにするか
どうかを設定します。

Serial ATA Disabled
[Enabled]

シリアルATAの有効/無効を設定します。

Native Mode Operation [Auto]
Serial ATA

ATAのためのNative Modeを選択します。
注意：
特定のOSはNative Modeをサポートしてお
りません。

SATA Controller Mode
Option

[Compatible]
Enhanced

Compatible mode：
SATAおよびPATAドライブは自動検出され、
legacy modeとして認識されます。
Enhanced mode：
SATAおよびPATAドライブは自動検出され、
native IDE modeとして認識されます。
注意：
SATA単体接続構成の場合は、Compatibleに設
定してください。

SATA AHCI Enable [Disabled]
Enabled

本装置はAHCI機能をサポートしておりませ
ん。設定をDisabledから変更しないでくださ
い。

SATA Raid Enable [Disabled]
Enabled

オンボード上のSATAインタフェースを使っ
たハードディスクドライブのRAID（ディスク
アレイ）の有効/無効を設定します。
注意：
異なる設定でSATAハードディスクドライブ
から起動するとデータが壊れるおそれがあり
ます。
「SATA Controller Mode Option」が
「Enhanced」の時に表示されます。

*　Serial Port BをEnabledにすることで表示されるメニューです。
[ ]: 出荷時の設定

項　目 パラメータ 説　明
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Advanced Chipset Control

Advancedメニューで「Advanced Chipset Control」を選択すると、以下の画面が表示され
ます。項目の前に「 」がついているメニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニュー
が表示されます。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

Enable Multimedia Timer [No]
Yes

マルチメディアに対応するためのタイマー
の有効/無効を設定します。

Wake On LAN/PME Disabled
[Enabled]

ネットワークを介したリモートパワーオン
機能の有効/無効を設定します。

Wake On Ring [Disabled]
Enabled

シリアルポートを介したリモートパワーオ
ン機能の有効/無効を設定します。

Wake On RTC Alarm [Disabled]
Enabled

リアルタイムクロックを利用したスケ
ジューリングパワーオン機能の有効/無効を
設定します。

[ ]: 出荷時の設定

▼
�

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

Enable Multimedia Timer

Wake On LAN/PME

Wake On Ring

Wake On RTC Alarm

Enable/Disable

Multimedia Timer

support.

Advanced Chipset ControlAdvanced Chipset Control

[No]

[Enabled]

[Disabled]

[Disabled]

AdvancedAdvanced
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Security
カーソルを「Security」の位置に移動させると、Securityメニューが表示されます。

Set Supervisor PasswordもしくはSet User Passwordのどちらかで<Enter>キーを押すと
パスワードの登録/変更画面が表示されます。
ここでパスワードの設定を行います。

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

User Password Is :

Supervisor Password Is :

Set User Password

Set Supervisor Password

Password on boot :

Fixed disk boot sector :

Diskette access :

User Password controls 

access to the system at

boot.

Clear

Clear

[Enter]

[Enter]

[Disabled]

[Normal]

[Supervisor]

MainMain AdvancedAdvanced SecuritySecurity Server Boot Exit

 

ⓦ 「User Password」は、「Supervisor Password」を設定していない
と設定できません。 

ⓦ OSのインストール前にパスワードを設定しないでください。 

ⓦ パスワードを忘れてしまった場合は、保守サービス会社までお問い合せ
ください。

重要
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各項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

User Password Is Clear
Set

パスワードの設定状態を示します。

Supervisor Password Is Clear
Set

パスワードの設定状態を示します。

Set User Password* 8文字までの英数字 <Enter>キーを押すとユーザーのパスワード
入力画面になります。このパスワードでは
SETUPメニューへのアクセスが制限されま
す。

Set Supervisor Password 8文字までの英数字 <Enter>キーを押すとスーパーバイザのパス
ワード入力画面になります。このパスワー
ドですべてのSETUPメニューにアクセスで
きます。この設定は、SETUPを起動したと
きのパスワードの入力で「Supervisor」で
ログオンしたときのみ設定できます。

Password on boot* [Disabled]
Enabled

起動時にパスワードの入力を行う/行わない
の設定をします。先にスーパーバイザのパ
スワードを設定する必要があります。もし、
スーパーバイザのパスワードが設定されて
いて、このオプションが無効の場合はBIOS
はユーザーがブートしていると判断します。

Fixed disk boot sector [Normal]
Write Protect

ハードディスクドライブのブートセクタへ
の書き込みを許可するか禁止するかどうか
を設定します。

* 「Set Supervisor Password」でパスワードを登録したときに指定できます。
[ ]: 出荷時の設定
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Server
カーソルを「Server」の位置に移動させると、Serverメニューが表示されます。
Serverメニューで設定できる項目とその機能を示します。項目の前に「 」がついているメ
ニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニューが表示されます。

各項目については次の表を参照してください。

「AC-LINK」の設定と本体のAC電源がOFFになってから再度電源が供給されたときの動作を下
の表に示します。

項　目 パラメータ 説　明

Assert NMI on SERR Disabled
[Enabled]

PCI SERRのサポートを設定します。

Post Error Pause Disabled
[Enabled]

POSTの実行中にエラーが発生した際に、
POSTの終わりでPOSTをいったん停止する
かどうか設定します。

AC-LINK Stay Off
[Last State]
Power On

ACリンク機能を設定します。AC電源が再度
供給されたときのシステムの電源の状態を
設定します（下記参照）。

[ ]: 出荷時の設定

AC電源OFFの前の状態
設　定

Stay Off Last State Power On

動作中 Off On On

停止中（DC電源もOffのとき） Off Off On

強制電源OFF* Off Off On

* POWERスイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源をOFFにします。

▼
�

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

System Management

Console Redirection

Assert NMI on SERR :

Post Error Pause :

AC-LINK :

Additional setup menu to 

view server managment 

features.
[Enabled]

[Enabled]

[Last State]

MainMain AdvancedAdvanced Security ServerServer Boot Exit

UPSを接続している場合は「PowerOn」に設定します。
UPSに接続している場合も10秒以上経過してからONになるようにスケジュー
リングの設定をしてください。

ヒント



ハードウェア編　139
System Management

Serverメニューで「System Management」を選択し、<Enter>キーを押すと、以下の画面が
表示されます。

項目については次の表を参照してください（すべて表示のみ）。

項　目 パラメータ 説　明

BIOS Version ー BIOSのバージョンを表示します。

Board Part Number ー マザーボードの部品番号を表示します。

Board Serial Number ー マザーボードのシリアル番号を表示します。

System Part Number ー 本体のコードを表示します。

System Serial Number ー 本体のシリアル番号を表示します。

Chassis Part Number ー シャーシの部品番号を表示します。

Chassis Serial Number ー シャーシのシリアル番号を表示します。

GBIA Module Version ー GBIAのバージョンを表示します。

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

ServerServer

System Management

BIOS Version :

Board Part Number :

Board Serial Number :

System Part Number :

System Serial Number :

Chassis Part Number :

Chassis Serial Number :

GBIA Module Version :

0N02

856-125147-001 

000000001010 

[N8100-1068Y] 

123456789A 

856-060350-008

04

00.03

All items on this menu 

cannot be modified in

user mode. If any 

items require changes, 

please consult your 

system Supervisor
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Console Redirection

Serverメニューで「Console Redirection」を選択し、<Enter>キーを押すと、以下の画面が
表示されます。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　明

BIOS Redirection Port [Disabled]
Serial Port A
Serial Port B

コンソール端末が接続されているコムポー
トのアドレスを設定します。

ACPI Redirection Port [Disabled]
Serial Port A
Serial Port B

OS動作中に使用するコンソール端末が接続
されているシリアルポートを設定します。

Baud Rate 9600
[19.2k]
38.4k
57.6k
115.2k

コンソール端末との通信速度（ボーレート）
を設定します。

Flow Control None
XON/XOFF
[CTS/RTS]
CTS/RTS + CD

フロー制御の方法を設定します。

Terminal Type [PC ANSI]
VT100+
VT-UTF8

コンソール端末の種類を選択します。

[ ]: 出荷時の設定

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

ServerServer

BIOS Redirection Port :

ACPI Redirection Port :

Baud Rate : 

Flow Control

Terminal Type :

 

Selects the Serial port

to use for Console Redi-

rection.

“Disabled” completely

disables Console Redire-

ction.

Console RedirectionConsole Redirection

[Disabled]

[Disabled]

[19.2K]

[CTS/RTS]

[PC ANSI]
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Boot
カーソルを「Boot」の位置に移動させると、起動順位を設定するBootメニューが表示されま
す。

システムは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウェアを
見つけるとそのソフトウェアで起動します。

<↑>キー /<↓>キー、<＋>キー /<－>キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。
各デバイスの位置へ<↑>キー /<↓>キーで移動させ、<＋>キー /<－>キーで優先順位を変更
できます。

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

MainMain AdvancedAdvanced Security ServerServer BootBoot Exit

Boot priority order :

 1: IDE CD: MATSHITADVD-ROM SR-8589-(S

 2: USB CDROM

 3: Legacy Floppy Drives

 4: USB FDC:

 5: USB KEY:

 6: IDE HDD: WDC WD800JD-19MSA1-(S1)

 7: PCI SCSI

 8: PCI BEV: IBA GE Slot 0300 v1236

Excluded from boot order:

  : USB HDD:

  

Keys used to view or

configure devices:

Up and Down arrows

select a device.

<+> and <-> moves 

the device up or down.

<f> and <r> specifies

the device fixed or 

removable.

<x> exclude or include

the device to boot.

EXPRESSBUILDERを起動する場合は、上図に示す順番に設定してくださ
い。重要
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Exit
カーソルを「Exit」の位置に移動させると、Exitメニューが表示されます。

このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

ⓦ Exit Saving Changes

新たに選択した内容をCMOSメモリ（不揮発性メモリ）内に保存してSETUPを終わらせ
る時に、この項目を選択します。Exit Saving Changesを選択すると、確認の画面が表示
されます。ここで、「Yes」を選ぶと新たに選択した内容をCMOSメモリ内に保存して
SETUPを終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

ⓦ Exit Discarding Changes

新たに選択した内容をCMOSメモリ内に保存しないでSETUPを終わらせたい時にこの項目
を選択します。ここで、「No」を選択すると、変更した内容を保存しないでSETUPを終了
し、システムは自動的にシステムを再起動します。「Yes」を選択すると変更した内容を
CMOSメモリ内に保存してSETUPを終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

ⓦ Load Setup Defaults

SETUPのすべての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。Load
Setup Defaultsを選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、「Yes」を選択する
と、デフォルト値に戻ります。「No」を選択するとExitメニューの画面に戻ります。 

ⓦ Discard Changes

今まで変更した内容を破棄し、SETUPを起動する以前の設定に戻します。 

ⓦ Save Changes

今まで変更した内容を保存し、SETUPを続けます。

Item Specific Help

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility

F1   Help ↑↓  Select Item - /+   Change Values F9   Setup Defaults

F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

MainMain AdvancedAdvanced Security ServerServer Boot ExitExit

Exit Saving Changes

Exit Discarding Changes

Load Setup Defaults

Disacard Changes

Save Changes

Exit System Setup and 

save your changes to 

CMOS.
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リセットとクリア
本装置が動作しなくなったときやBIOSで設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して
ください。

OSが起動する前に動作しなくなったときは、<Ctrl>キーと<Alt>キーを押しながら、<Delete>
キーを押してください。リセットを実行します。

OSからシャットダウンできなくなったときや、POWERスイッチを押しても電源をOFFにで
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。

本体のPOWERスイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的にOFFになります。（電
源を再びONにするときは、電源OFFから約10秒ほど待ってから電源をONにしてください。）

リセット

リセットは、本体のDIMM内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし
まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに
も処理していないことを確認してください。

重要

強制電源OFF

リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源をONにし直して、
OSを起動させ、正常な方法で電源をOFFにしてください。重要
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CMOSメモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーション
ジャンパスイッチを操作して行います。

CMOSメモリのクリア 

ⓦ CMOSメモリの内容をクリアするとBIOSセットアップユーティリティ
の設定内容がすべてデフォルトの設定に戻ります。 

ⓦ その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作
の原因となります。

重要

保持

クリア

パスワードクリアジャンパ
(PASSWORD1)

CMOSクリアジャンパ
(CLR_CMOS1)

（下側を使用）

（7ピンのうち右3つを使用）

保持

クリア

マザーボード
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次にクリアする方法を示します。

1. 85ページを参照して準備をする。

2. 86ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。

5. 本体を元どおりに組み立ててPOWERスイッチを押す。

6. POST中に<F2>キーを押してBIOSセットアップユーティリティを起動して設定
し直す。

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説明をご覧くだ
さい。 

ⓦ 自分で分解・修理・改造はしない 

ⓦ リチウムバッテリを取り外さない  

ⓦ プラグを抜かずに取り扱わない

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iii ページ以降の説
明をご覧ください。 

ⓦ 中途半端に取り付けない  

ⓦ 指を挟まない  

ⓦ 高温注意

本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な
どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は84ページ
で詳しく説明しています。

重要

 

ⓦ 本体のジャンパピン2-3に付いているクリップを使用してください。 

ⓦ クリップをなくさないよう注意してください。
重要
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1. 85ページを参照して準備をする。

2. 86ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。

3. クリアしたい機能のジャンパスイッチの位置を確認する。

4. ジャンパスイッチの設定を変更する。

144ページの図を参照してください。

5. 電源コードを接続して本体の電源をONにする。

以下のエラーメッセージでPOSTが停止します。

ERROR
8151: Password Cleared By Jumper.
Press <F1> to resume, <F2> to Setup.

6. 電源をOFFにし、手順4にて変更したジャンパの位置を元に戻す。

7. 本装置を元通りに組み立てる。

パスワードのクリア
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割り込みラインとI/Oポートアドレス
割り込みラインやI/Oポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプショ
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

ⓦ 割り込みライン

出荷時では、次のように割り当てられています。

IRQ 周辺機器（コントローラ） IRQ 周辺機器（コントローラ）

0 システムタイマ 8 リアルタイムクロック

1 キーボード 9 Microsoft ACPI-Compliant
System

2 カスケード接続 10 Intel ® 82801G(ICH7
Family)SMBus Controller-27DA

3 ー 11 PCI

4 COM Aシリアルポート 12 マウス

5 PCI 13 数値演算プロセッサ

6 フロッピーディスク 14 プライマリIDE

7 PCI 15 セカンダリIDE
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ⓦ I/Oポートアドレス

アドレス*1 使用チップ*2

00-CF7 DMA1コントローラ

20-21 割り込みコントローラ1

40-43, 50-53 タイマ1

60 キーボード/マウス

61 システムスピーカ

64 キーボード/マウス

70-71 リアルタイムクロック

81-8F, C0-DF DMA1、DMA2

A0-A1 割り込みコントローラ2

F0-FE コプロセッサエラー

170-177 (IDEセカンダリバス)

1F0-1F7 (IDEプライマリバス)

3B0-3BB, 3C0-3DF VGA

3F0-3F7 フロッピーディスクコントローラ1、IDEコントローラ1

3F8-3FF シリアルポート1

378-37F プリンタポート

4000-4FFF ネットワーク、PCIルートポート

E000-EFFF PCIeルートポート

*1　16進数で表記しています。
*2　PCIデバイスのI/OポートアドレスはPCIデバイスの種類や数によって任意に設定されま
　　す。
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RAIDコンフィグレーション
ここでは本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた
めの方法について説明します。外付けのハードディスクドライブをディスクアレイドライブと
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコントローラと外付け増設ディス
ク筐体などが必要です。詳しくはディスクアレイコントローラまたは外付け増設ディスク筐体
に添付の説明書を参照してください。

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方
法があります。 

ⓦ SATAハードディスクドライブ（2台）をマザーボード上のRAIDコントローラを使用し
て構築する。 

ⓦ オプションのディスクアレイコントローラを使用して構築する。

本装置内蔵のマザーボードにあるRAIDコントローラを使用してディスクアレイ（RAID0また
はRAID1）を構築することができます。
構築に必要となる機器はシリアルATA（SATA）ハードディスクドライブ（2台）のみです。 

ⓦ RAID0(ストライピング)

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を
「ストライピング」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分散させること
によりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を
向上させることができます。 

ⓦ RAID1(ミラーリング)

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常
なハードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ
とができます。

シリアルATAハードディスクドライブのRAID構築 

ⓦ データを2台のハードディスクドライブに分散して記録しているためア
レイを構成しているハードディスクドライブが1台でも故障するとデー
タの復旧はできません。 

ⓦ アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな
ります。

重要

 

ⓦ データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

ⓦ アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブ1台と同じと
なります。

重要
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ハードディスクドライブの取り付け
本体に2台のSATAハードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、
92ページを参照してください。

RAIDの有効化

取り付けた2台のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、2台1組で構
築されるRAIDドライブのいずれかで使用することができます。
RAIDドライブとして構築するためには、マザーボードのRAIDジャンパスイッチを変更しま
す。

次の手順でジャンパスイッチの設定を変更します。

1. 85ページを参照して準備をする。

2. 86ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。

3. ジャンパスイッチの設定を「RAID」に変更する。

以上で完了です。

取り付ける2台のハードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく
ださい。また、RAID1を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライ
ブを使用することをお勧めします。

重要

ハードディスクドライブが未搭載、もしくは1台のみ搭載の場合、出荷時の設
定では、単一ハードディスクドライブとして使用するように設定されていま
す。

ヒント

RAID未使用

RAID
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Setup Utility
ここでは、本製品のコンフィグレーションツール、LSI Logic Software RAID Setup Utilityに
ついて説明します。このユーティリティは、LSI Logic Software RAIDに常駐するため、その
操作はOSからは独立しています。

LSI Logic Software RAID Setup Utilityの起動
1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、[Esc]キーを押す。

POSTの画面が表示されます。

2. POST画面で、以下の表示を確認したら、<CTRL>+<M>キーまたは<Enter>キー
を押す。

LSI Logic Software RAID Setup Utilityが起動します。

Setup Utilityの起動

LSI MegaRAID Software RAID BIOS Version A.01.10241435R
LSI Logic SATA RAID Found at PCI Bus No:00 Dev No:1F
Scanning for port 00. . . Responding. HDT722525DLA380 237963MB
Scanning for port 01. . . Responding. HDT722525DLA380 237963MB
Scanning for port 02. . . Not Responding.
Scanning for port 03. . . Not Responding.
Press Ctrl-M or Enter to run LSI Logic Software RAID Setup Utility.

LSI Logic Software RAID Setup Utilityを起動するための画面表示はハード
ディスクドライブが1台以上接続されていないと表示されません。
ハードディスクドライブが正しく接続されているか確認してください。

チェック
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LSI Logic Software RAID Setup Utilityの終了

LSI Logic Software RAID Setup UtilityのTOPメニューで<ESC>キーを押します。
確認のメッセージが表示されるので、「Yes」を選択します。

上に示すメッセージが表示されたら、<CTRL>+<ALT>+<DEL>キーを押します。
本体装置が再起動します。

LSI Logic Software RAID Configuration Utility Ver xxx

Management Menu

Configure

Initialize

Objects

Rebuild

Check Consistency

Configure Logical Drive(s)

Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option

LSI Logic Software RAID Configuration Utility TOPメニュー(Management Menu)画面

Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system.
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設定一覧
◇：選択・実行パラメータ　●：設定パラメータ　・：情報表示
◆：ロジカルドライブ生成後設定（変更）可能

メニューツリー

メニュー 説明

◇Configure Configuration設定を行う

　◇Easy Configuration Configurationの設定(固定値使用)

　◇New Configuration Configurationの新規設定

　◇View/Add Configuration Configurationの追加設定、表示

　◇Clear Configuration Configurationのクリア

　◇Select Boot Drive 起動するロジカルドライブを選択する

◇Initialize ロジカルドライブ初期化

◇Objects 各種設定

　◇Adapter ディスクアレイコントローラ設定

　　◇Sel. Adapter Configurationのクリア

●Rebuild Rate 30

●Chk Const Rate 30

●FGI Rate 30

●BGI Rate 30

●DiskWC 初期値表示（設定不要）

●Read Ahead 初期値表示（設定不要）

●Bios State Enable

●Stop on Error No

●Fast Init Enable

●Auto Rebuild On

●Auto Resume Enable

●Disk Coercion 1GB

●Factoty Default デフォルトの設定をする

　◇Logical Drive ロジカルドライブ操作

　　◇Logical Drives ロジカルドライブの選択(複数ロジカルドライブが存在)

　　　◇Initialize ロジカルドライブの初期化

　　　◇Check Consistency ロジカルドライブの冗長性チェック

　　　◇View/Update Parameters ロジカルドライブ情報表示

　　　　・ RAID RAIDレベルの表示

　　　　・ SIZE ロジカルドライブの容量表示

　　　　・ Stripe SIZE ストライプサイズの表示

　　　　・ #Stripes ロジカルドライブを構成しているハードディスクドライブ数
を表示

　　　　・ State ロジカルドライブの状態表示

　　　　・ Spans スパンの設定状態表示

　　　　・ Disk WC ライトキャッシュの設定表示

　　　　・ Read Ahead リードアヘッドの設定表示
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　◇Physical Drive 物理ドライブの操作

◇Physical Drive Selection Menu 物理ドライブの選択

　　◇Make HotSpare オートリビルド用ホットスペアディスクに設定

　　◇Force Online ディスクをオンラインにする

　　◇Force Offline ディスクをオフラインにする

　　◇Device Properties ハードディスクドライブ情報の表示

　　　・Device Type デバイス種類

　　　・Capacity 容量

　　　・Product ID 型番

　　　・Revision No. レビジョン

◇Rebuild リビルド実行

◇Check Consistency ロジカルドライブの冗長性チェック

メニュー 説明
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Configurationの新規作成/追加作成

1. LSI Logic Software RAID Setup Utilityを起動する。

2. TOPメニュー (Management Menu)より、「Configure」→「New
Configuration」を選択する。追加作成の場合は、「View/add Configuration」
を選択する。

Setup Utility操作手順

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの終了

整合性チェックの実施

ロジカルドライブのイニシャライズ

ロジカルドライブの設定内容確認

コンフィグレーション情報の新規設定
（パックの設定／ロジカルドライブの設定）

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの起動

 

ⓦ 「New Configuration」でConfigurationを作成の場合、既存のコン
フィグレーション情報がクリアされます。既存のコンフィグレーション
情報に追加作成の場合は、「View／add Configuration」を選択してく
ださい。 

ⓦ 「Easy Configuration」では、RAID1のスパン／RAID5のスパンの作
成、ロジカルドライブ容量の設定ができません。「New
Configuration」か「View／Add Configuration」で作成してくださ
い。

重要
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3. 確認のメッセージ (Proceed?) が表示されるので、「Yes」を選択する。

SCAN DEVICEが開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、
｢New Configuration - ARRAY SELECTION MENU｣画面が表示されます。

4. カーソルキーでパックしたいハードディスクドライブにカーソルを合わせ、
<SPACE>キーを押す。

ハードディスクドライブが選択されます。（選択ハードディスクドライブの表示が
READYからONLINEになります）

5. <F10>キーを押して、Select Configurable Array(s)を設定する。

6. <SPACE>キーを押す。

SPAN-1が設定されます。

New Configuration - ARRAY SELECTION MENU

■ READY

■ READY

PORT#

0 

1

2

3 

4

5 

6

New Configuration - ARRAY SELECTION MENU

■ ONLIN A00-00

■ ONLIN A00-01

PORT#

0 

1

2

3 

4

5 

6

Select Configurable Array(s)

A-0
SPAN-1
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7. <F10>キーを押してロジカルドライブの作成を行う。

「Logical Drives Configure」画面が表示されます。（下記図は、ハードディスクドラ
イブ2台、RAID1を例にしています）

8. カーソルキーで「RAID」、「Size」、「DWC」、「RA」、「Span」を選択し、
<Enter>キーで確定させ、各種を設定する。

(1) 「RAID」：RAIDレベルの設定を行います。

パックを組んだHDDの数によって選択可能なRAIDレベルが変わります。

(2) 「Size」：ロジカルドライブのサイズを指定します。ディスクアレイコントロー
ラ1枚で最大40個のロジカルドライブが作成できます。

(3) 「DWC」：Disk Write Cacheの設定を行います。

(4) 「RA」：Read Aheadの設定を行います。

(5) 「Span」：Span設定を行います。

パラメータ 備考

0 RAID0

1 RAID1

パラメータ 備考

Off* ライトスルー

On ライトバック

*　推奨設定

パラメータ 備考

Off* 先読みを行わない

On 先読みを行う

*　推奨設定

パラメータ 備考

SPAN=NO スパンを行わない

LD
0

RAID
1

Size
xxxMB

#Stripes
2

Stripe Sz
64KB

Status
ONLINE

Logical Drive0

RAID  =  1

Size  =  xxxxMB

DWC  =  On

RA  =  On

Accept

Span  =  NO

Logical Drives Configured
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9. すべての設定が完了したら、「Accept」を選択して、<Enter>キーを押す。

ロジカルドライブが生成され、「Logical Drive Configured」画面にロジカルドライ
ブが表示されます。

10. ロジカルドライブを生成したら、<ESC>キーを押して画面を抜け、「Save
Configuration?」画面まで戻り、「Yes」を選択する。

Configurationがセーブされます。

11. Configurationのセーブ完了メッセージが表示されたら、<ESC>キーでTOPメ
ニュー画面まで戻る。

12. TOPメニュー画面より「Objects」→「Logical Drive」→「View/Update
Parameters」を選択してロジカルドライブの情報を確認する。

13. TOPメニュー画面より「Initialize」を選択する。

14.「Logical Drives」の画面が表示されたら、イニシャライズを行うロジカルドライ
ブにカーソルを合わせ、スペースキーを押す。

ロジカルドライブが選択されます。

15. ロジカルドライブを選択したら、<F10>キーを押してInitializeを行う。

実行確認画面が表示されるので、「Yes」を選択するとInitializeが実行されます。

「Initialize Logical Drive Progress」画面のメータ表示が100%になったら、Initialize
は完了です。

16. Initializeを実施済みのロジカルドライブに対して、整合性チェックを行う。

詳細な実行方法は「整合性チェック」（161ページ）をご参照ください。

17. <ESC>キーでTOPメニューまで戻って、LSI Logic Software RAID Setup
Utilityを終了する。 

ⓦ コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実
行してください。 

ⓦ 整合性チェックには修復モードと修復無しモードがあります。

重要



ハードウェア編　159
マニュアルリビルド

1. ハードディスクドライブを交換し、装置を起動する。

2. LSI Logic Software RAID Setup Utilityを起動する。

3. TOPメニューより、「Rebuild」を選択する。

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU」画面が表示されます。

4. 「FAIL」になっているハードディスクドライブにカーソルを合わせ、<SPACE>
キーで選択する。（複数のハードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)）

5. ハードディスクドライブが選択されると、“FAIL”の表示が点滅する。

6. ハードディスクドライブの選択が完了したら、<F10>キーを押してリビルドを実
行する。

7. 確認の画面が表示されるので、「Yes」を選択する。

リビルドがスタートします。

「Rebuild Physical Drives in Progress」画面のメータ表示が100％になったらリビ
ルド完了です。

8. <ESC>キーでTOPメニューまで戻って、LSI Logic Software RAID Setup
Utilityを終了する。

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの終了

リビルド実行

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの起動

ハードディスクドライブの交換

Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU

■ ONLIN A00-00

■ FAIL    A00-01

PORT#

0 

1

2

3 

4

5 

6
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ホットスペアの設定

1. ホットスペア用のハードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。

2. LSI Logic Software RAID Setup Utilityを起動する。

3. TOPメニューより、「Objects」→「Physical Drive」を選択する。

「Objectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU」画面が表示されます。

4. ホットスペアに設定するハードディスクドライブにカーソルを合わせて、
<ENTER>キーを押す。

5. 「Port #X」の画面が表示されるので、「Make HotSpare」を選択する。

6. 確認の画面が表示されるので、「Yes」を選択する。

ハードディスクドライブの表示が、「HOTSP」に変更されます。

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの終了

ホットスペアの設定

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの起動

ハードディスクドライブの実装

Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU

■ ONLIN A00-00

■ ONLIN A00-01

■ READY

PORT#

0 

1

2

3 

4

5 

6
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7. <ESC>キーでTOPメニューまで戻って、LSI Logic Software RAID Setup
Utilityを終了する。

整合性チェック

1. LSI Logic Software RAID Setup Utilityを起動する。

2. TOPメニューより、「Check Consistency」を選択する。

「Logical Drives」の画面が表示されます。

3. 整合性チェックを行うロジカルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押
す。

ロジカルドライブが選択されます。

4. ロジカルドライブを選択したら、<F10>キーを押して、整合性チェックを行う。

Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU

■ ONLIN A00-00

■ ONLIN A00-01

■ HOTSP

PORT#

0 

1

2

3 

4

5 

6

 

ⓦ ホットスペアの設定を取り消すには、「Objects」→「Physical Drive」
→「Port #X」→「Force Offline」を選択します。 

ⓦ ホットスペア用ハードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、
CH番号/ID番号が小さいハードディスクドライブから順にリビルドが実
施されます。

チェック

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの終了

整合性チェックの実行

LSI Logic Software RAID Configuration Utilityの起動



162　Setup Utility
5. 確認画面が表示されるので、「Yes」を選択する。

整合性チェックが実行されます。

「Check Consistency Progress」画面のメータ表示が100％になったら、整合性
チェックは完了です。

6. <ESC>キーでTOPメニューまで戻って、LSI Logic Software RAID Setup
Utilityを終了する。

その他
(1) Clear Configuration

コンフィグレーション情報のクリアを行います。TOPメニューより、「Configure」→
「Clear Configuration」を選択。「Clear Configuration」を実行すると、ディスクアレイ
コントローラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。
「Clear Configuration」を実行すると、ディスクアレイコントローラの全てのチャネルの
コンフィグレーション情報がクリアされます。

(2) Force Online

Fail状態のハードディスクドライブをオンラインにすることができます。TOPメニューよ
り、「Objects」→「Physical Drive」→ハードディスクドライブ選択→「Force Online」

(3) Rebuild Rate

Rebuild Rateを設定します。
TOPメニューより、「Objects」→「Adapter」→「Sel. Adapter」→「Rebuild Rate」を選択。
0%～100%の範囲で設定可能。デフォルト値(設定推奨値)30%。

(4) ハードディスクドライブ情報

ハードディスクドライブの情報を確認できます。
TOPメニューより、「Objects」→「Physical Drive」→ハードディスクドライブ選択→
「Drive Properties」を選択 

ⓦ コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実
行してください。 

ⓦ 整合性チェックには修復モードと修復無しモードがあります。

重要

 

ⓦ ディスクアレイコントローラとハードディスクドライブのコンフィグ
レーション情報が異なる場合、(ディスクアレイコントローラ不具合によ
る交換時以外)ディスクアレイコントローラのコンフィグレーション情報
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常に行えません。その場合に
は、｢Clear Configuration｣を実施して、再度コンフィグレーションを作
成してください。 

ⓦ ロジカルドライブ単位の削除は、LSI Logic Software RAID Setup
Utilityではできません。MegaRAID Storage Managerを使用してくださ
い。

チェック
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